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●

雌
後
に
私
は
］
・
国
ｃ
員
冒
自
旨
文
法
以
後
公
刊
欧
文
法
受
身
・
可
能
机
形
成
が
解
説
さ
れ
て
あ
る
次
第
を
吟
味
す
る
の
を
決
し
て
無
益

で
な
い
と
兇
倣
す
の
で
あ
る
。
処
は
或
侃
好
に
も
不
拘
、
共
等
が
根
本
に
於
て
は
国
◎
魚
目
四
国
口
論
を
探
川
し
て
ゐ
て
共
根
源
に
は
何
等

の
碓
定
的
な
も
の
を
持
込
ま
な
い
の
み
な
ら
す
、
史
に
却
て
、
向
身
の
矛
盾
に
よ
っ
て
決
定
的
に
共
を
殿
楓
す
る
と
云
ふ
事
、
從
っ
て
、

受
身
・
可
能
相
動
詞
現
在
時
経
紬
及
び
限
定
形
語
尾
は
我
糞
が
全
活
川
動
詞
現
在
時

全
形
語
尾
に
於
て
有
す
る
丁
度
共
形
態
衝
‐
愚
で
あ
る
と
云
ふ
直
前
鱒
さ
れ
た
蹄
結
（
弟
七
章
節
二
十
節
）
は
、
受
身
・

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
旨
一
九
（
二
八
四
七
）

第
一
節
欧
文
法
が
雷
。
麗
曽
目
説
へ
の
關
係
【
九
五
亜
】

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
ｍｔ

q

第
八
章
受
身
・
可
能
相
形
成
に
就
て
の
欧
文
法
冗
五
’
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八
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1

文
雛
研
究
難
二
十
四
卿
三
一
○
（
二
八
円
八
）

可
能
相
「
在
得
る
」
説
及
び
節
二
活
川
全
動
詞
現
在
時
語
尾
「
得
る
」
説
が
元
來
其
等
で
成
立
も
す
る
思
索
的
考
究
に
よ
っ
て
は
少
し
も

動
揺
さ
れ
ず
に
立
派
に
存
在
す
る
と
云
ふ
事
を
明
示
し
て
ゐ
る
。

先
づ
受
身
動
詞
国
。
感
冒
“
目
説
を
一
八
六
三
年
上
海
發
行
日
本
口
語
蚊
初
教
科
書
の
著
考
な
る
宣
教
師
厚
。
二
目
が
採
川
し
た
が
、

彼
は
共
を
次
の
様
に
体
へ
て
ゐ
る
。

「
受
身
動
詞
形
成
日
本
式
方
法
は
、
意
味
に
よ
っ
て
は
受
身
で
あ
る
動
詞
が
自
身
の
祇
川
形
に
よ
っ
て
は
能
動
で
あ
る

事
を
繼
承
す
る
が
故
に
奇
妙
な
の
で
あ
る
（
私
案
川
陥
、
ｚ
・
旨
・
）
」
。
の

。

「
受
身
の
得
る
と
云
ふ
表
現
に
時
堂
役
立
つ
要
素
は
正
格
動
詞
偽
、
支
那
語
得
【
以
上
一
宇
陳
蒋
迩
〕
（
き
ぎ
）
、
得
る
、
で
あ
る
。
限

定
形
偽
は
働
冒
叉
は
ミ
ミ
で
あ
り
、
共
刑
動
詞
は
偽
、
そ
し
て
過
去
時
は
嚥
曾
で
あ
る
。
受
身
要
素
と
し
て
共
助
力
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
動
詞
は
、
、
が
附
加
さ
れ
る
動
詞
語
根
に
よ
っ
て
行
魚
が
標
記
さ
れ
る
様
な
「
得
る
、
雄
る
、
叉
は
外
來
起
源
行
爲
を
私
有
す
る
」

を
標
記
す
る
。
形
式
に
よ
っ
て
も
、
其
性
髄
に
よ
つ
て
も
、
是
等
動
詞
は
能
動

で
あ
っ
て
、
共
等
の
代
り
に
内
臓
言
語
で
は
受
身
又
は
相
互
が
川
い
ら
れ
る
。
共
等
活
用
は
能
動
動
詞
活
川
の
丁
度
共
で
あ

る
が
故
に
、
受
身
動
詞
派
生
の
み
を
注
意
す
る
の
が
我
糞
に
必
要
で
あ
る
」
。
（
私
案
間
陥
、
舅
三
・
）
②

「
三
の
派
生
手
段
が
あ
る
。

第
二
節
国
Ｈ
・
笥
昌
【
九
五
’
七
頁
】

」

１
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一
、
鋪
一
級
受
身
動
詞
。
・

愛
椛
他
動
詞
は
末
尾
母
一
音
語
根
、
を
動
詞
要
素
輪
叉
は
『
民
に
よ
っ
て
代
川
す
る
手
段
に
よ
っ
て
受
身
動
詞
と
な
る
事
が
川
來
る
。
か

く
て
、
き
、
息
、
能
動
正
格
動
詞
、
誠
み
、
か
ら
我
盈
は
き
罵
偽
、
受
身
正
格
動
詞
及
び
音
ミ
曉
蒼
、
誠
め
る
、
を
得
る
の
で
あ
る
．
・
・
・
・
」
・
○

「
筋
二
級
一
堂
身
動
詞
。

大
部
分
が
単
音
節
語
根
を
有
す
る
正
格
動
詞
は
語
根
へ
受
身
要
素
・
を
附
加
す
る
。
が
く
て
「
見
る
」
な
る
意
味
を
布
す
る
動
詞
諦
択

、
鼠
は
ミ
唾
．
ミ
食
ミ
又
は
ミ
ミ
ミ
匂
、
見
ら
れ
る
、
又
は
、
自
動
的
に
、
見
え
る
、
に
鍵
は
る
。
・
・
・
。

若
干
の
場
合
に
動
詞
語
根
に
於
て
は
、
愚
叉
は
・
に
移
り
、
そ
れ
か
ら
偽
が
受
身
動
詞
語
根
形
成
に
對
し
て
添
加
さ
れ
る
其
末
足
は

昔
の
弧
化
が
起
る
。
か
く
て
、
奄
奄
（
正
格
動
詞
）
は
意
ざ
睡
（
正
格
動
詞
）
と
な
り
、
共
か
ら
我
共
は
蔵
蓉
嚥
蒼
及
び
蔵
き
き
昌
偽
、

聞
か
れ
る
、
又
は
、
自
動
的
に
、
州
え
る
、
を
有
す
る
。
・
・
・
・
」
。
仰

「
節
三
級
受
身
動
詞
。

北
等
動
詞
は
同
じ
複
数
な
の
で
あ
る
。
他
動
詞
大
多
敷
は
、
其
等
能
動
限
定
形
へ
日
本
語
源
陳
則
に
よ
っ
て
共
等
を
合
併
し
な
が
ら
、

脚
身
の
受
身
形
を
侭
ミ
、
在
り
、
の
受
身
形
ミ
蝿
の
添
加
に
よ
っ
て
形
成
す
る
。
。
‐
・
・
鐘
が
受
身
要
素
ミ
鶴
の
前
に
立
つ
時
は
、
種
は
Ｑ

よ
り
も
附
き
の
少
い
母
一
昔
で
あ
る
が
故
に
、
共
は
後
者
の
前
で
臓
減
す
る
の
で
あ
っ
て
、
農
‐
ミ
蝿
の
代
り
に
我
迩
は
、
例
へ
ぱ
き
、
、
ミ
ー

さ
嵩
ミ
・
』
昔
冒
ミ
ー
ミ
屑
、
亀
ミ
の
如
く
、
ミ
唾
を
右
す
る
．
．
：
。
」
。
⑤

「
現
在
で
は
ミ
恥
ミ
の
様
な
正
格
動
詞
の
限
定
形
ミ
蝿
は
川
い
ら
れ
な
い
が
、
共
は
元
糞
狂
在
し
た
又
は
川
い
ら
れ
た
と
云
ふ
郡
を
我

埼
は
推
測
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
假
純
は
次
の
動
詞
表
に
於
け
る
限
定
一
堂
身
形
に
よ
っ
て
碓
め
ら
れ
る
（
私
案
川
陥
、
ｚ
言
・
）
。

Ⅱ
本
諦
動
制
現
在
時
形
態
論
三
三
（
二
八
四
九
）
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I

’

文
驍
研
究
弟
二
十
四
岬
二
三
（
二
八
五
○
）

能
動
限
定
形
受
身
限
定
形

亀
曹
、
引
く
、
は
ミ
偽
冒
を
添
加
す
れ
ば
、
愚
曹
、
翁
ミ
、
引
か
れ
る
、
と
な
る
、

量
。
§
、
持
つ
、
〃
〃
蓮
ミ
ミ
唾
ミ
、
持
た
れ
る
、
と
な
る
・
・
・
・
」
。
⑥

受
身
祁
可
能
機
能
を
、
国
。
魚
冒
圏
ご
ロ
は
共
を
直
接
に
「
在
る
」
プ
ラ
ス
「
得
る
」
な
る
意
義
で
取
ら
れ
た
ミ
、

で
創
造
さ
れ
る
受
身
機
能
か
ら
師
締
し
て
ゐ
る
の
に
、
犀
。
一
目
は
ミ
偽
↑
Ｓ
、
ミ
に
於
け
る
‐
侭
》
‐
鴎
ミ
を
嚥
・
恥
驚
形
で
取
ら
れ
た

助
動
詞
「
能
ふ
」
９
．
８
と
同
一
脱
す
る
方
法
に
よ
っ
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
彼
に
提
案
さ
れ
た
説
明
を
陣
。
言
は
次
の
様
に
解
説
し
て

ゐ
る
。

Ｏ

「
受
身
形
形
成
に
對
し
て
川
い
ら
れ
る
要
素
偽
は
、
蝿
』
、
ミ
は
共
に
對
膨
す
る
支
那
語
動
詞
得
【
以
上
一
宇
腺
群
迦
呉
き
ぎ
）

は
ミ
ミ
又
は
。
§
を
表
し
て
ゐ
て
支
那
語
で
は
（
旨
９
旨
の
い
の
）
、
得
る
又
は
雄
る
、
な
る
意
味
に
於
け
る
と
同
じ
く
腱
迂
此
意
味
で

川
い
ら
れ
る
が
故
に
、
爲
す
能
力
を
標
記
す
る
可
能
形
形
成
に
對
し
て
何
故
同
様
な
程
度
で
通
州
し
得
る
や
を
解
す
る
の
は
川
雌

で
な
い
」
（
私
案
川
陥
、
ｚ
，
旨
・
）
。
の

「
何
故
ミ
偽
な
る
助
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
受
身
形
及
び
可
能
形
が
丁
度
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、
例
へ
ぱ
、

ミ
ミ
蝿
冒
又
は
ミ
ミ
§
ミ
匂
、
が
何
故
畔
に
「
愛
ら
れ
る
」
、
時
に
「
斑
り
得
る
」
、
雷
ご
ミ
、
ミ
又
は
雪
ミ
ミ
ミ
ミ
句
・
が
「
貝
は
れ
る
」
、
時

に
「
買
ひ
得
る
」
を
意
味
す
る
か
を
郡
解
す
る
の
は
さ
う
葬
易
で
な
い
。
次
の
假
読
は
、
多
分
、
意
義
差
別
に
際
す

る
形
の
此
同
一
性
を
説
明
し
得
る
。
島
・
鶴
は
、
該
部
上
示
の
如
く
、
第
一
級
受
身
動
刺
様
式
に

よ
る
偽
の
手
段
に
よ
っ
て
末
尾
緋
音
、
の
代
川
で
形
成
さ
れ
た
可
能
形
ミ
、
の
様
に
、
捻
討
さ
れ
得
る
。
が
い
は
「
得

h
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受
身
動
刺
国
（
）
隙
冒
自
冒
「
在
得
る
」
説
を
探
川
す
る
の
み
な
ら
歩
、
更
に
進
ん
で
動
詞
「
得
る
」
を
弟
二
折
川
全
動
詞
語
尾
に
認
め
よ

う
と
し
た
次
の
人
は
勝
ｇ
亘
で
あ
っ
て
、
彼
の
見
解
は
我
糞
が
既
に
勢
顕
に
於
て
知
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
頗
る
決
定
的
に
曹
司
、
‐

旨
ミ
ミ
「
殺
さ
る
る
」
は
明
確
に
き
ざ
ミ
ヘ
‐
§
ご
ヘ
ミ
、
即
ち
「
殺
す
Ｉ
在
り
ｌ
得
る
」
に
外
な
ら
な
い
と
吐
藤
し
て
ゐ
る
。
⑨

・
韮
と
共
に
若
干
ｎ
を
通
じ
て
下
に
彼
は
森
い
て
ゐ
る
。
「
動
詞
受
身
形
は
次
の
經
嶮
規
則
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
。
規
則
。
錐
一
活
川
動

詞
及
び
鍵
格
動
祠
倉
ミ
及
び
ミ
ヘ
ミ
に
は
ミ
ミ
（
語
根
愚
）
を
否
定
語
紳
へ
添
加
せ
よ
ｐ
節
二
及
び
第
三
活
川
動
詞
に
は
、
愛
絡
動
詞

曹
ミ
及
び
匂
ミ
ー
ヘ
に
も
、
ミ
ミ
ミ
（
語
根
曽
》
笛
）
を
否
定
語
粋
へ
添
加
せ
よ
」
。
伽
「
是
等
父
牙
詔
雌
ご
ヘ
ミ
及
び
§
ご
ミ
ヘ
は
、
明
確

Ⅱ
本
紙
動
刑
塊
在
昨
形
態
論
二
三
（
二
八
五
こ

る
」
及
び
「
雄
る
」
な
る
意
義
と
同
じ
く
腿
凌
「
能
ふ
」
（
、
§
）
な
る
意
義
を
右
す
る
。
か
く
て
、
例
へ

ぱ
、
ミ
裳
＄
斑
る
、
か
ら
は
ミ
惹
‐
ミ
い
な
る
聯
合
を
通
じ
て
我
糞
は
ミ
ミ
、
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
是
は
「
愛
る
事
が
出
来
る
」
叉
は

一
‐
費
り
能
ふ
」
を
表
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
か
ら
、
受
身
形
負
慰
「
在
り
」
と
し
て
、
ミ
侭
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
ミ
ミ
偽
は
「
夷
ら

れ
る
」
な
る
意
義
を
有
す
る
で
あ
ら
う
し
、
ミ
ミ
偽
は
受
身
意
義
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
文
脈
に
於
け
る
何
か
が

是
等
意
義
中
の
如
何
な
る
も
の
が
此
形
で
動
詞
を
典
へ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
か
と
云
ふ
事
を
峻
舞
明
示
す
る
。
自
動
諸
根
か
ら
形
成
さ
れ
た
此
形
に
於
け
る
全
動
詞

は
、
意
味
に
よ
れ
ば
可
能
的
で
あ
る
」
（
私
案
間
隔
、
ｚ
，
旨
・
）
。
③

第
三
節
缶
切
守
・
濁
【
九
七
’
八
瓦
】
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１
１

丈
皐
研
究
節
二
十
Ⅲ
岬
三
一
四
（
二
八
五
二
）

に
、
動
訓
巨
ミ
「
在
る
」
及
び
ミ
竜
へ
「
得
る
」
か
ら
榊
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。
叩

同
じ
「
在
得
る
」
説
を
彼
は
日
本
口
語
文
法
に
も
採
川
し
て
ゐ
て
、
共
虚
で
は
彼
は
書
い
て
ゐ
る
。
「
受
身
叉
は
可
能
動
詞
は
ミ
偽
曽

を
能
動
動
詞
匝
接
法
現
在
時
へ
の
添
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
其
等
に
於
て
は
末
尾
塁
は
宥
略
さ
れ
る
」
。
⑫
「
受
身
動

詞
語
尾
Ｓ
、
偽
ミ
は
亀
蒼
「
在
る
」
及
び
ミ
蓑
「
柵
る
」
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
、
》
ミ
ミ
侭
ミ
「
見
ら
れ
る
」
の
逐
語
的
意
義
は
「
見
Ｉ

在
り
ｌ
郷
る
」
に
外
な
ら
な
い
」
。
㈹

其
椛
威
が
受
身
机
「
在
得
る
」
説
の
搬
張
と
採
川
と
を
或
は
雄
も
助
成
し
た
園
．
９
画
目
胃
曽
旨
は
次
の
様
に
書
い
て
ゐ
る
。
「
日
本

諦
は
受
身
洲
に
對
し
て
は
特
殊
訴
川
を
称
し
な
い
。
凡
て
所
訓
一
堂
身
動
詞
は
能
動
活
川
に
從
脇
し
て
五
四
’
五
七
頁
【
増
訂
版
で
は
六
三

’
六
頁
】
に
典
へ
ら
れ
た
活
用
例
に
從
っ
て
活
川
す
る
。
共
等
は
次
の
規
則
に
從
っ
て
對
應
能
動
動
詞
か
ら
形
成
さ
れ
る
。

錐
一
椚
川
動
詞
に
於
て
は
語
粋
へ
ミ
ミ
ミ
を
、
鈍
二
祈
川
動
詞
に
於
て
は
ミ
ミ
ミ
薫
を
、
節
三
活
用
動
詞
に
於
て
は
§
、
ミ
言
を
、

鈍
四
訴
川
動
詞
に
於
て
は
ミ
ミ
ミ
を
添
加
せ
よ
」
。
⑭

「
、
本
誌
父
身
机
起
源
の
見
解
は
共
に
連
締
す
る
全
困
難
へ
の
鍵
を
研
究
者
へ
供
給
す
る
。
元
来
、
所
謂
交
身
机
は

全
く
一
堂
身
で
は
芯
・
く
、
服
に
假
装
せ
る
能
動
和
な
の
で
あ
る
（
私
案
間
隔
、
ｚ
・
冨
・
）
。
例

へ
ぼ
、
ミ
ミ
ミ
』
へ
の
様
な
形
は
元
舞
雲
ミ
ミ
ミ
罠
、
卯
ち
川
來
る
だ
け
逐
語
課
に
す
る
と
、
「
打
た
れ
在
り
得
る
」
又
は
「
打
繋
を
得
る
」

第
四
節
の
声
四
目
ど
の
陞
秒
目
【
九
八
’
九
瓦
〕

１

１

1

Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｄ
■
皿
昨
日
■
■
日
日
０
，
‐
，
‐
‐
，
’
．
●
●
●
●
。
．
．
■
■
■
ユ
恥
一
二
一
ｒ
０
ト
ー
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｐ
Ｆ
１
ｂ
ト
ー
。
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叉
は
「
打
た
れ
得
る
」
で
あ
っ
た
。
此
虚
か
ら
節
二
能
動
活
川
に
於
け
る
共
場
所
が
動
詞
菖
篭
、
得
る
、
と
共
に
生
ず
る
の
で
あ
り
、
自

動
刺
は
受
身
形
を
有
し
得
る
と
云
ふ
事
髄
が
此
虚
か
ら
生
ず
る
」
・
・
ふ

「
能
動
形
に
於
け
る
一
堂
身
動
詞
起
源
へ
は
可
能
机
と
し
て
の
受
身
和
の
鍵
更
さ
れ
た
川
法
も
亦
學
げ
ら
れ
得
る
。
例
へ
ぱ
、
、
ミ
ミ
ミ
‐
、

胃
、
、
逐
語
的
に
は
「
脱
る
事
を
得
る
」
、
を
取
ら
れ
よ
。
此
形
は
儲
然
意
義
陰
影
二
棚
を
有
す
る
の
が
適
儲
で
あ
っ
て
、
共
等
は
其
一
「
誰

か
か
ら
脱
る
事
を
得
る
」
、
即
ち
「
見
ら
れ
得
る
」
、
又
は
共
二
「
肌
る
事
を
得
る
」
、
即
ち
「
硯
ろ
事
が
出
来
る
」
で
あ
る
。
鍵
格
動
詞

②
ミ
翼
、
煽
る
、
の
受
身
机
鈎
ミ
ミ
ミ
ミ
が
獅
似
し
て
ゐ
る
。
共
は
元
産
「
爲
る
事
を
得
る
」
な
る
意
義
を
有
し
て
ゐ
て
、
「
誰
か
に
何
か
を
一

爲
る
」
、
叉
は
「
爲
る
事
が
川
來
る
」
を
意
味
し
得
る
」
。
”

丁
度
其
「
在
得
る
」
説
を
丁
度
其
表
現
で
国
．
ｏ
冒
冒
ウ
の
境
目
画
は
、
弟
二
及
び
節
三
活
川
動
詞
一
父
身
・
可
能
机
形
成
に
對
し
て
一
‐
快
苦

的
こ
の
探
川
を
求
め
る
と
云
ふ
兼
異
の
み
を
以
て
、
日
本
ロ
語
教
科
書
に
於
て
も
解
説
し
て
ゐ
る
。

彼
は
苦
い
て
ゐ
る
。
「
砿
に
：
、
、
ミ
も
亦
語
幹
、
、
快
音
的
、
及
び
Ｓ
・
爵
ミ
、
即
ち
「
射
在
り
得
る
」
、
「
射
る
事
を
得
る
」
、
「
射
ら

れ
柵
る
」
（
な
る
意
義
を
有
す
る
）
、
か
ら
成
立
す
る
」
。
⑰

此
外
に
、
彼
は
受
身
机
形
成
の
機
械
的
規
則
を
典
へ
て
ゐ
る
が
、
特
に
、
「
第
一
析
川
動
詞
に
於
て
は
否
定
語
幹
へ
‐
、
、
ミ
を
、
銘
二

及
び
節
三
活
川
動
詞
に
於
て
は
‐
、
●
ｓ
侭
ミ
を
添
加
せ
よ
」
。
⑬

可
能
機
能
を
口
語
文
法
に
於
て
彼
は
次
の
様
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
「
受
身
意
義
は
腿
盈
可
能
意
義
に
移
る
．
。
・
・
・
現
代
日
本
口
語
の
此
特

Ｏ

価
に
は
、
或
他
の
も
の
に
と
同
様
、
支
那
諦
助
動
制
得
【
以
上
一
宇
脈
蒋
迦
】
（
日
本
語
で
は
蝿
ミ
と
体
へ
ら
れ
る
）
が
「
得
る
」
（
悶
恩
）

及
び
「
能
ふ
」
（
。
§
）
な
る
二
意
韮
を
有
す
る
が
故
に
、
支
那
の
影
紳
を
緒
衣
し
得
る
様
に
忠
は
れ
る
」
。
⑲
．

Ｈ
本
諦
動
訓
現
亦
昨
形
態
術
．
三
二
五
三
八
垂
一
二

Ｆ

『

ｆ
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
川
盟
Ｆ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
咽
４
１
Ⅲ

4

q

「

■ 幸一一
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は
ミ
（
篭
）
、
在
り
、
及
び
鰯
ミ
、
得
る
、
か
ら
形
成
さ
れ
る
。
「
得
取
」
な
る
槻
念
は
徹
頭
徹
尾
保
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
私
案

間
隔
、
Ｚ
．
旨
）
。
⑳
「
接
尼
餅
分
析
」
の
節
に
於
て
彼
は
受
身
机
形
成
の
所
謂
周
知
の
籏
川
（
元
來
、
日
本
式
機
械
的
）
手
段
を
も
亦

與
へ
て
ゐ
る
。
”

ロ
讐
唇
９
国
は
彼
に
採
川
さ
れ
た
受
身
。
可
能
机
形
成
液
川
手
段
と
竝
ん
で
、
「
在
得
る
」
説
を
も
亦
盤
守
し
て
ゐ
る
。
此
説
が
彼
の

解
説
に
於
て
如
何
な
る
鵠
裁
を
採
川
し
て
ゐ
る
か
は
、
次
の
引
川
句
に
よ
っ
て
判
衝
し
得
る
。
確
は
書
い
て
ゐ
る
。
「
‐
鴦
に
経
る
形
は

‐
ミ
に
経
る
形
よ
り
も
稀
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
充
分
な
證
繊
が
無
い
し
、
彼
此
形
起
源
の
如
何
な
る
確
定
論
證
も
無
い
の
で
あ
る
。
が
共

湧
雪
の
冒
園
は
殆
ど
逐
語
的
に
国
．
、
富
昌
一
〕
の
鳥
目
を
繰
返
し
て
ゐ
る
。
「
能
動
机
を
受
身
机
へ
の
塗
更
は
雲
瞳
ミ
を
節
一
活
川
否
定
語

紳
へ
、
愚
蔵
ミ
を
鋪
二
析
川
同
上
語
幹
へ
の
添
加
に
依
っ
て
沢
生
さ
れ
る
」
。
帥
「
併
し
、
厳
蒋
に
言
ふ
と
、
日
本
語
に
は
受

身
机
は
無
い
の
で
あ
つ
て
、
所
洲
受
身
語
尾
は
恥
ミ
、
得
る
、
と
合
一
せ
る
短
縮
形
ミ
、
、
在
り
、
を
表
示
す

る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
島
員
愚
ミ
の
逐
語
的
意
義
は
「
知
り
在
り
得
る
‐
一
で
あ
り
、
麺
似
し
て
、
》
ミ
ミ
屋
ミ
は
語
幹
§
、
快
青
的
、

及
び
員
忌
ミ
意
、
即
ち
「
見
在
り
得
る
」
な
の
で
あ
る
」
（
私
案
側
陥
、
ｚ
、
三
・
）
。
⑳

同
じ
「
在
得
る
」
説
が
一
九
二
○
年
發
行
日
本
Ⅶ
語
敦
科
書
著
者
冒
月
‐
胃
ぐ
①
目
に
よ
っ
て
も
採
川
さ
れ
た
。
彼
曰
く
「
日
本
語
受
身

相
は
幾
分
緋
雑
し
て
ゐ
て
、
英
語
で
は
對
唯
的
に
叙
述
出
来
な
い
。
子
音
動
詞
第
一
語
幹
へ
添
加
さ
れ
る
ミ
、
ミ

文

第
五
節
雪
の
冒
討
．
昌
凶
。
‐
３
ぐ
の
目
及
び
留
旨
の
。
己
【
九
九
’
一
○
一
頁
】

４
・
食
ｒ

ｐ
５
Ｆ
Ｐ

研
究
姉
二
十
川
艸

ｌ
Ｉ
ｌ
ｒ
Ｉ

二
二
六
（
二
八
五
四
）

■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
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等
剛
薪
は
負
ミ
、
「
在
る
」
、
及
び
ミ
ミ
、
「
得
る
」
の
二
助
動
訓
聯
合
痕
跡
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
は
少
し
の
疑
が
あ
り
得
る
。
如
何
な
る

他
の
推
測
も
、
共
等
の
次
の
探
究
か
ら
解
る
如
く
、
被
松
討
動
詞
形
の
様
盈
の
刑
法
を
さ
う
充
分
に
は
説
明
し
な
い
」
。
⑳
．

「
我
避
が
へ
例
へ
ぱ
き
§
・
ミ
惹
等
の
如
き
形
が
假
設
的
聯
合

§
ヘ
（
壁
）
‐
ｌ
ミ
（
震
）
ｌ
§
蓑
（
又
は
崎
ミ
‐
§
‐
ミ
農
）

死
ぬ
，
在
る
・
得
る

か
ら
弛
緩
に
依
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
推
測
す
る
な
ら
ば
、
共
等
意
義
の
全
範
刷
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
」
。
⑳

「
受
身
形
の
搬
張
さ
れ
た
、
叉
は
多
分
よ
り
精
密
に
は
、
、
竝
行
せ
る
機
能
は
、
行
鱒
完
成
能
力
を
表
現
す
る
事
に
存
す
る
。
か
く
て
、

或
文
脈
に
於
て
（
私
案
間
隔
、
Ｚ
．
ｚ
・
）

、
『
』
尋
員
、
墓
》
画
蓑

行
か
る
る

曽
冨
ミ
ミ
ミ
食
べ
ら
る

呪
ら
る
る
。

①

篭
冨
、
国
、
罠
、
養

申

》
も

是
は
一
見
奇
妙
に
忠
は
れ
る
が
、
語
尾
は
動
詞
ミ
意
（
得
る
）
を
保
持
す
る
と
云
ふ
事
、
そ
し
て
此
語
は
英
語
に
於
け
る
助
動
詞
「
能

ふ
」
（
。
§
）
と
丁
度
同
様
に
川
い
ら
れ
る
と
云
ふ
事
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
班
解
す
る
に
困
難
で
な
い
。
古
典
的
現
代
日
本
語
に
於
て
は
、

多
く
の
方
言
が

。
§
》
ミ
ミ
の
代
り
に
音
ミ
‐
嚥
ミ

●謁
琴
恥
罵
、
″
、
琴
や
Ｑ
喜
べ

Ⅱ
本
諦
動
詞
現
在
時
形
態
論
三
一
七
三
八
五
五
）

q

山
ｌ
ｈ

１
Ｉ

と
７
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猫
逵
の
日
本
學
者
詞
闇
騨
品
①
教
授
は
受
身
・
可
能
及
び
元
来
可
能
机
を
可
能
形

能
性
は
可
能
形
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
得
る
。
其
等
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、

７－
第
一
活
川
動
詞
か
ら
は
、
語
幹
へ
附
加
さ
れ
る
『
ミ
ミ
農
を
通
じ
て
・
・
・
・

Ｊ二
第
二
活
川
動
詞
か
ら
は
、
語
幹
へ
一
、
畠
誉
、
二
、
曽
の
添
加
を
通
じ
て
。

く
及
び
使
役
形
に
際
し
て
の
様
に
、
倉
に
移
り
℃
後
者
の
場
合
に
は
、
に
移
る
：
。
。

丈
．
學
研
究
雄
二
十
川
桝
二
天
（
二
八
五
六
）

諦
函
詐
○
、
司
惹
″
琴
吋
諦
や
、
爵
へ

な
る
形
を
維
持
し
て
ゐ
る
の
に
、

い
と
ご
白
＆
輔
忌

得
言
は
ず

ご
ミ
ミ
己
。
ミ
ミ
兇
る
を
得
ず

◆

の
様
な
表
現
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
ゞ

此
外
、
ミ
ミ
薫
（
自
）
、
「
在
り
得
る
」
、
負
慰
ミ
ミ
（
旨
）
、
「
在
り
得
む
」
の
知
に
於
け
る
形
は
奈
良
軌
原
文
に
於
て
偶
然
遡
遇
す
る
」
。
、

「
此
故
に
、
「
受
身
」
形
は
其
可
能
意
義
を
動
詞
ミ
鐘
か
ら
得
る
の
で
あ
っ
て
、
多
分
、
‐
菅
ミ
に
経
る
全
形
で
な
く
と
も
、
或
物
は

此
一
動
詞
の
み
を
保
有
し
て
ゐ
て
動
詞
員
蒼
を
保
有
し
な
い
と
云
ふ
事
に
は
到
底
何
の
疑
も
あ
り
得
な
い
」
。
師

第
六
節
冒
品
①
と
国
騨
員
ロ
○
一
’
二
頁
】

■
ぬ
■
■
■
Ⅱ

Ｌ
Ｐ

前
者
の
場
合
に
は
語
幹
、
は
、
否
定

と
呼
ん
で
ゐ
る
。
彼
曰
く
「
行
爲
の
可
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語
尼
》
●
ｓ
偽
ミ
に
於
て
は
動
詞
員
ミ
及
び
唾
昌
が
保
右
さ
れ
る
。
第
一
〃
一
漸
川
動
詞
短
縮
使
役
形
に
於
て
も
動
詞
ミ
震
を
認
知
す
る
の

は
正
に
亦
容
易
で
あ
る
」
。
㈱

「
前
章
に
於
て
述
ぺ
た
、
ミ
鯰
ミ
（
第
一
活
）
及
び
恩
ミ
（
笙
一
活
）
に
経
る
可
能
形
は
一
掌
身
意
義
に
於
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、

岡
語
に
於
て
は
殆
ど
主
船
が
折
け
る
斑
冊
で
あ
る
時
に
の
み
で
あ
る
」
。
鋤

他
の
澗
逸
ｎ
本
語
學
者
禺
・
国
四
員
教
授
は
受
身
。
可
能
和
形
成
を
次
の
様
に
解
読
し
て
ゐ
る
。
「
受
身
相
は
語
尾
園
愚
ミ
を
、
語
尾

Ｏ

震
が
識
め
満
略
さ
れ
た
後
で
へ
第
一
極
動
詞
現
在
時
へ
、
及
び
第
一
葹
動
禰
呈
（
子
青
）
語
幹
へ
の
添
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

か
く
て
、
鮒
一
種
・
冒
冨
§
昔
冨
、
曾
冨
『
‐
Ｓ
蝿
ミ

①

ご
愚
、
蓑
ミ
ミ
ミ
ご
曽
弐
ｌ
Ｑ
『
侭
、
、
罠

第
二
極
雪
言
曹
蒜
言
苧
ｓ
Ｑ
ミ

、
望
ａ
ｎ
や
ご
貰
員
、
鷺
負
琿
Ｉ
目
、
健
署
、

鍵
格
で
あ
る
の
は
雷
ミ
宮
、
‐
ミ
侭
ミ

ミ
ミ
蓑
匂
い
『
１
巨
吋
鴎
、
篭
・
」
鋤

①

「
詔
雌
ミ
恥
蒼
は
倉
ミ
、
「
在
る
」
の
単
一
詔
紳
、
ミ
及
び
動
詞
ミ
震
、
「
得
る
」
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。
“

「
ｎ
本
語
で
は
「
能
ふ
」
（
§
ｓ
、
「
川
來
る
」
ｅ
恥
負
ミ
侭
）
及
び
「
許
可
を
以
て
能
ふ
」
（
ミ
ミ
）
な
る
概
念
を
表
現
す
る
語
は
な
い
の

で
あ
る
。
英
語
で
は
か
く
座
黙
川
い
ら
れ
る
是
等
語
の
妖
乏
は
様
禽
の
方
策
も
て
祁
充
さ
れ
る
。

一
、
此
場
合
に
は
可
能
と
呼
ば
れ
る
受
身
机
も
て
。
。
．
。
か
く
て
受
身
。
可
能
机
は
常
に
受
身
可
能
性
を
表
現
す
る
」
。
・
・

Ⅱ
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
三
二
九
（
二
八
五
七
）

l

q

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
ｌ
Ｊ
Ｉ
１
１

！

I

■



I

佛
剛
四
ｎ
本
學
者
も
亦
此
一
般
通
川
「
在
得
る
」
説
を
雛
守
し
て
ゐ
る
。
旨
．
９
日
騨
昌
は
受
身
・
可
能
机
形
成
に
附
し
て
口
く
。
「
此

和
は
弓
興
ミ
を
動
詞
語
根
へ
添
加
し
て
形
成
さ
れ
る
。
此
語
根
が
子
一
斉
に
経
る
第
一
活
川
に
於
て
は
、
添
加
は
全
く
自
然
に
爲
さ
れ
る
。

第
二
析
川
に
於
て
は
、
或
は
同
上
動
詞
の
形
動
詞
に
於
て
存
す
る
、
．
へ
の
模
倣
に
依
っ
て
、
或
は
同
上
語
尾
に
於
け
る
二
、
の
引
力
に

依
っ
て
、
語
根
と
語
尾
の
間
へ
文
字
意
を
挿
入
す
る
。

例
證
、
透
き
、
附
く
、
可
能
、
意
曹
、
恥
ミ
（
語
根
蔵
ご

ざ
↑
、
射
る
、
可
能
、
、
ミ
蝿
ミ
（
語
根
ら
。

是
等
形
は
電
電
Ｑ
、
爵
ミ
、
、
ミ
鶴
ミ
、
即
ち
「
Ⅲ
き
在
り
能
ふ
又
は
得
る
」
「
弓
か
ら
射
在
り
能
ふ
叉
は
得
る
」
に
對
唯
す
る
。
此
虚

か
ら
、
「
叩
き
能
ふ
」
「
射
能
ふ
」
、
亦
「
叩
く
、
射
る
事
礎
を
得
る
」
も
、
な
る
意
義
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
」
。
”

爵
璽
は
愚
ミ
及
び
曽
蔚
ミ
を
附
加
し
て
受
身
・
可
能
相
形
成
の
所
謂
竃
用
手
段
を
採
川
し
て
ゐ
る
が
、
次
の
様
に
言
っ
て
ゐ
る
。

｜
Ｉ
流
際
に
膠
満
を
説
明
し
得
る
が
爲
に
は
、
語
根
へ
Ｑ
愚
昌
（
亀
ミ
‐
ミ
ヘ
ヘ
）
が
附
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
言
ふ
必
要
が
あ
る
。
ｓ
↑
》
ミ
》
・
愚
』

ミ
《
に
経
る
動
詞
は
、
其
等
の
語
根
も
亦
、
弧
氣
青
を
有
す
る
緯
の
如
く
發
音
し
て
己
を
以
て
篤
喬
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で

文
學
研
究
雄
二
十
川
鮴
一
四
○
（
二
八
五
八
）

「
孵
殊
可
能
机
も
て
。
銘
二
極
動
詞
は
侭
ミ
（
雄
柵
す
る
）
を
耶
一
（
子
苛
）
語
幹
へ
の
附
加
に
よ
っ
て
形
成
す
る
。
か
く
て
、
ぎ
ぎ

Ｉ
曹
鳶
ミ
〕
§
匂
』
ｌ
§
翰
恥
ミ
．
亀
ミ
、
曹
ｌ
曽
ミ
蝿
ミ
・
・
・
・
等
」
。
⑧

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

第
七
節
９
日
騨
昌
及
び
冒
再
【
一
○
二
’
三
瓦
】

１
１

‐
Ｉ
Ｉ
階
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
に
ｒ
‐
‐
‘
，
、
’
‐
‐
亀
‐



あ
ら
う
子
音
に
経
る
が
故
に
、
例
外
を
榊
成
し
な
い
」
。
御

第
二
活
川
（
９
弾
冒
胃
曽
曽
に
よ
れ
ば
鋪
三
）
動
詞
受
身
。
可
能
相
形
成
に
關
辿
し
て
彼
は
次
の
註
舞
を
し
て
ゐ
る
。
「
処
等
動
詞
は

助
動
詞
ざ
等
及
び
語
根
の
膠
着
の
結
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
接
尾
緋
恥
ミ
及
び
ミ
恥
ミ
は
、
例
へ
ぱ
、
息
、
‐
、
ミ
』
や
薄
‐
ミ
侭
ミ
等

の
第
一
膠
若
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
二
重
語
根
に
附
加
さ
れ
る
」
。
鋤

類
似
註
樺
を
彼
は
第
三
活
川
（
ｇ
騨
冒
胃
号
旨
に
よ
れ
ば
能
二
）
動
詞
に
開
し
て
も
爲
し
て
ゐ
る
。
彼
曰
く
。
「
ミ
鴎
ミ
は
、
例
へ
ば
、

ご
蔦
‐
§
‐
亀
胃
ミ
等
、
本
源
的
語
根
へ
偽
ミ
の
膠
清
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
二
簸
語
根
へ
添
加
さ
れ
る
」
。
③

○

さ
て
露
西
亜
の
日
本
語
學
者
逹
へ
郷
す
る
と
、
我
盈
は
彼
等
も
亦
一
般
通
別
受
身
・
可
能
机
説
を
分
有
し
て
ゐ
る
蕊
が
解
る
。

己
．
切
目
吋
冒
ｏ
ぐ
は
曰
く
。
「
全
析
用
動
詞
受
身
相
は
直
接
法
現
在
時
語
尾
篭
を
．
ミ
、
ミ
に
鍵
更
し
て
形
成
さ
れ
る
・
・
・
。
．
一
般
に
、
規

則
と
し
て
次
を
理
解
し
得
る
。
受
身
机
は
鋪
一
活
川
動
詞
否
定
語
幹
へ
語
尾
罵
曽
を
、
一
第
二
及
び
第
三
、
一
鍵
格
曹
ミ
及
び
ミ
ミ
も

算
入
し
て
、
へ
は
黄
ミ
鱒
ミ
を
添
加
し
て
形
成
さ
れ
る
」
。
鋤

固
印
智
豐
ご
旨
教
授
は
、
］
・
国
（
員
冒
騨
目
》
国
９
脚
目
胃
境
目
ご
及
び
其
他
に
類
似
し
て
、
日
本
語
に
於
け
る
受
身
相
存
在
を
否
定

し
て
共
故
に
共
を
可
能
と
呼
ん
で
ゐ
る
が
、
次
の
様
に
吐
藤
し
て
ゐ
る
。
「
日
本
口
語
文
法
か
ら
我
凌
に
既
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
様

に
、
可
能
相
の
袖
足
に
は
動
詞
急
ミ
ー
在
る
、
及
び
民
ミ
又
は
弓
養
ｌ
得
る
、
が
關
與
す
る
。
此
祁
派
生
が
否
定
語
幹
へ
の
開
係
は

日
本
語
動
詞
現
在
昨
形
態
論
一
四
一
（
二
八
五
九
）

第
八
節
讐
胃
ｇ
ぐ
）
智
昌
》
ご
旨
及
び
国
邑
〕
昂
の
ぐ
【
一
○
三
Ｉ
川
亘
】

I

I
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「
I

丈
羅
研
究
鯵
二
十
四
脚
一
四
二
（
二
八
六
○
）

ミ
篭
又
は
ミ
ミ
ミ
の
補
足
の
鵲
裁
の
下
に
便
覚
契
機
の
川
を
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
疵
際
に
汲
生
の
剛
場
合
に
は
不
定
形
に
進
む
ミ
蓑
‐

§
Ⅱ
ミ
羊
愚
冒
）
（
叉
は
口
語
で
は
侭
ミ
）
な
る
袖
足
が
取
扱
は
れ
る
。
か
く
て
・
崎
ミ
ミ
ミ
Ⅱ
、
怠
十
ミ
ミ
ミ
ゞ
§
恩
患
ミ
ミ
Ⅱ
§
侭
十
、
＋
《
劇

＋
ミ
ミ
。
不
定
形
及
び
補
足
農
ミ
ミ
間
の
派
生
の
妓
後
例
諦
に
於
て
は
一
藏
吾
合
流
を
避
け
る
篤
に
全
派
生
に
對
し
て
特
徴
的
な
、
が
挿

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。
卿

一
‐
被
独
別
補
足
に
於
け
る
動
詞
負
ミ
及
び
侭
ミ
の
現
存
は
被
欺
別
汲
生
形
理
解
へ
の
根
本
的
な
鍵
を
我
凌
に
與
へ
る
。
後
背
に
於
て

は
三
動
詞
が
開
與
す
る
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
所
與
の
場
合
に
は
能
動
相
不
定
形
で
活
川
さ
れ
る
動
詞
、
そ
れ
か
ら
現
存
指
示
に
對
す
る
動

詞
愚
ミ
ー
在
る
、
換
言
す
れ
ば
、
先
行
動
詞
に
指
示
さ
れ
る
行
爲
の
維
了
、
そ
し
て
妓
後
に
、
論
題
の
存
す
る
行
爲
の
遂
行
瞳
如
何
な

る
概
黙
か
ら
理
解
し
薩
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
指
一
不
す
る
に
對
す
る
動
詞
》
ミ
。
叉
は
ミ
ー
可
能
性
を
得
る
、
可
能
性
を
有
す
、
能

ふ
、
椛
利
を
有
す
」
。
鋤

「
受
身
」
粗
な
る
榊
呼
が
何
故
彼
に
よ
っ
て
「
可
能
」
相
な
る
稀
呼
に
代
用
さ
れ
る
か
を
説
明
し
て
、
両
．
ｐ
“
冨
冒
，
旨
教
授
は
書
い

て
ゐ
る
。
「
行
爲
完
成
の
可
能
性
が
或
人
に
蹄
さ
れ
る
時
、
他
人
へ
は
完
成
の
同
じ
動
作
が
蹄
さ
れ
、
可
能
性
の
所
與
の
理
解
は
受
身
へ

移
り
、
或
人
が
他
人
側
か
ら
の
行
爲
完
成
を
蒙
る
と
云
ふ
理
解
へ
進
だ
近
い
の
で
あ
っ
て
、
或
人
が
他
人
側
か
ら
の
反
動
を
蒙
る
様
な
可

能
性
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
全
力
は
特
に
、
動
詞
ミ
ミ
に
於
て
「
得
る
、
椛
利
を
有
す
、
能
ふ
」
な
る
意
義
が
世
迷
へ
ら
れ
た
事
に

存
す
る
。

前
述
は
我
々
が
、
共
を
「
可
能
」
な
る
孵
呼
で
代
川
し
て
、
「
受
身
」
相
な
る
穂
呼
を
避
け
よ
う
と
す
る
理
山
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
仰

冒
冒
園
冒
の
の
『
教
授
は
受
身
・
可
能
粗
祇
生
の
霞
用
的
（
元
来
、
日
本
式
機
械
的
）
手
段
を
も
「
在
得
る
」
説
を
も
採
用
し
て
ゐ
る
。

卜

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
ｍ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｆ

’



鳶
は
書
い
て
ゐ
る
。
「
受
身
相
語
尾
を
分
析
し
て
、
我
糞
は
愚
ミ
（
ミ
ミ
）
及
び
、
ミ
ミ
惹
（
首
ミ
ミ
）
が
能
動
及
び
中
相
、
塒
に
煙
）
亀
蒼
、

在
る
、
及
び
巳
、
ミ
叉
は
ミ
震
、
得
る
、
形
成
に
開
與
す
る
同
じ
動
詞
か
ら
成
立
す
る
と
云
ふ
事
を
容
易
に
理
解
し
得
る
。
五
に
膠
着

す
る
是
等
剛
動
詞
は
、
動
詞
否
定
語
幹
へ
袖
足
さ
れ
る
，
一
・
御

此
短
要
蝿
は
、
一
方
か
ら
は
、
日
本
語
現
代
職
文
法
で
は
根
本
に
於
て
、
初
め
て
函
・
齢
猯
冒
騨
コ
ロ
に
提
案
さ

れ
た
受
身
・
可
能
相
「
在
得
る
」
説
が
、
在
際
に
、
採
川
さ
れ
た
事
を
明
示
す
る
が
、
他
方
か
ら
は
、
一
般
に
杵
者
逹
が
受
身
・

可
能
相
形
成
手
段
自
身
へ
の
箇
糞
見
解
に
於
け
る
群
し
き
雑
色
と
異
説
と
を
顯
す
の
で
あ
る
。

概
し
て
上
名
至
文
法
著
者
逹
は
彼
等
に
採
用
さ
れ
た
此
和
形
成
手
段
槻
鮎
か
ら
次
の
群
に
分
裂
す
る
。

ｊ一
目
。
ご
眉
は
【
‐
［
・
倫
硫
目
Ｐ
旨
冒
と
同
じ
受
身
・
可
能
州
派
生
手
段
を
雛
守
す
る
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
、
彼
は
從
刷
形
式
附

く
脇
物
を
口
語
現
在
時
へ
附
加
し
て
ゐ
て
日
本
式
機
械
的
手
段
を
求
め
て
ゐ
な
い
。
陦
さ
屋
は
文
語
文
法
に
於
て
も
亦
、

少
く
と
も
、
例
へ
ば
、
き
》
．
。
旨
ミ
ミ
が
く
ぎ
『
、
畠
＋
ヘ
ミ
＋
ミ
篭
か
ら
形
成
さ
れ
る
と
見
倣
し
て
ゐ
る
限
り
、
現
在
時
へ
の
派
生
を
鵬
守

し
て
ゐ
る
が
、
事
変
は
日
本
式
機
械
的
手
段
を
採
川
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

うこ
崖
§
旨
は
口
語
文
法
に
於
て
、
国
創
晨
及
び
酔
己
目
目
は
国
。
魚
冒
騨
画
昌
式
手
段
を
幾
分
鍵
形
さ
せ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
相
形
式
附

日
本
語
動
詞
魂
在
昨
形
態
論
一
四
三
こ
一
八
六
二

第
九
節
欧
文
法
に
よ
る
．
閏
○
津
圖
冒
冒
受
身
相
「
在
得
る
」
説
採
用
と
其
等
に
よ
る
其
形
成
手
段
採
用

【
一
○
四
’
六
頁
】
‐

I

q
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一
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丈
學
研
究
錐
二
十
四
秘
一
四
四
（
二
八
六
二
）

蹄
物
（
又
は
よ
り
正
し
く
は
、
か
入
る
も
の
と
普
通
誤
認
さ
れ
る
も
の
）
を
現
在
時
自
身
へ
で
な
く
、
語
尾
：
麓
の
附
加
に
よ
っ
て
現
在

時
口
語
形
を
形
成
す
る
丁
度
共
語
幹
へ
附
加
し
て
ゐ
る
。
い
且
ｇ
ｏ
く
も
亦
日
本
式
機
械
的
手
段
を
採
用
し
て
ゐ
る
が
、

シ
ぃ
さ
ご
及
び
国
閣
員
は
辻
を
抑
制
し
て
ゐ
る
。

ｊ三
ｇ
誤
国
富
堅
騨
冒
は
文
語
文
法
に
於
て
、
迩
際
に
受
身
・
可
能
相
は
非
受
身
動
詞
不
定
形
ヘ
ミ
羊
ミ
篭
を
附
加
し
て
形

く
成
さ
れ
る
と
見
倣
し
て
、
鋪
一
活
川
に
於
て
は
国
ミ
ミ
、
第
二
に
於
て
は
ミ
ミ
ミ
篭
、
弟
三
に
於
て
は
§
ミ
ミ
を
蛾
一
（
閉
）

語
幹
へ
補
足
し
て
、
そ
し
て
第
四
に
於
て
は
単
一
（
開
）
語
幹
へ
、
ミ
ミ
ミ
を
補
足
し
て
受
身
・
可
能
相
を
形
成
す
る
。

日
本
式
機
械
的
手
段
を
簸
初
の
三
活
川
に
對
し
て
は
彼
は
探
川
し
な
い
の
で
あ
る
。

ｊ川
冒
冨
は
、
元
來
、
受
身
。
可
能
相
は
単
一
（
閉
）
語
幹
へ
、
第
一
活
別
に
於
て
は
ミ
恥
ミ
、
第
二
に
於
て
は
、
ミ
、
ミ
そ

し
て
鋪
三
に
於
て
は
ミ
ミ
儲
ミ
・
を
附
加
し
て
形
成
さ
れ
る
と
見
倣
し
て
、
日
本
式
機
械
的
手
段
を
墨
守
し
て
ゐ
る
。

７五
ｓ
騨
園
号
胃
冨
圃
は
口
語
文
法
に
於
て
、
葛
①
旨
言
及
び
智
昌
●
ぐ
旨
は
、
在
際
に
受
身
・
可
能
相
は
動
詞
「
在
る
」
及
び
「
得
る
」

く
（
文
語
で
は
ａ
慰
十
ミ
篭
叉
は
口
語
で
は
ｓ
羊
侭
ミ
）
を
所
與
非
受
身
動
詞
不
定
形
へ
附
加
し
て
形
成
さ
れ
る
と
断
言
し
て
、
日

本
式
機
械
的
手
段
を
擁
川
し
て
ゐ
る
が
、
共
際
「
在
得
る
」
説
と
の
一
致
に
際
し
て
は
第
二
、
第
三
及
び
第
四
活
川
動
詞
不

定
形
と
《
ミ
＋
費
ミ
又
は
《
ミ
＋
輿
ミ
間
に
快
音
的
笥
を
挿
入
す
る
。

Ｊ
，
六
ｇ
臣
国
員
は
単
一
（
閉
）
語
幹
へ
《
弓
馬
ミ
を
補
足
し
て
第
一
活
川
の
、
同
じ
園
ミ
ミ
を
不
定
形
へ
補
足
し
て
浅

く
餘
禰
川
の
動
詞
受
身
・
可
能
州
を
形
成
し
て
ゐ
る
が
、
其
際
此
派
生
手
段
を
「
在
得
る
」
説
と
一
致
さ
す
篤
に
、
典
と
ミ
駒
ミ
と
の
間
に

も
亦
子
昔
昔
聾
賃
、
を
挿
入
す
る
。
が
彼
は
Ｓ
羊
健
ミ
を
不
定
形
へ
同
様
に
附
加
し
て
全
派
用
動
詞
受
身
・
可
能
洲
が
孤
論

’
！
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的
に
形
成
さ
れ
る
と
児
倣
す
の
で
あ
る
。

Ｊ七
昌
餉
？
ぎ
ぐ
①
目
》
啓
覺
ぐ
言
》
冒
畠
①
及
び
国
騨
昌
は
、
上
名
全
群
者
達
と
同
様
に
、
「
在
得
る
」
説
擁
謹
者
で
あ
る
が
、
「
理
論
」

く
と
「
涯
川
」
と
の
何
等
一
致
を
も
考
究
せ
ず
に
、
Ｈ
本
式
機
械
的
手
段
を
墨
守
し
て
ゐ
る
。

我
だ
が
解
る
如
く
、
日
本
諦
欧
文
法
は
一
で
な
く
、
若
干
の
受
身
。
可
能
札
形
成
手
段
を
提
案
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

国
。
黛
昌
騨
口
ご
及
び
陣
。
君
口
は
共
を
現
在
腓
Ⅲ
語
形
ヘ
ミ
蝿
ミ
を
附
加
し
て
、
Ｐ
叩
斤
。
固
）
国
騨
具
及
び
曾
昌
己
○
く
は

現
在
時
口
語
形
詔
幹
（
即
ち
、
訴
川
に
依
っ
て
、
単
一
叉
は
派
生
の
）
へ
同
じ
ｓ
、
碗
べ
『
へ
花
附
加
し

て
、
９
画
冒
扁
曽
旨
は
文
語
文
法
に
於
て
雌
一
語
幹
へ
附
加
し
て
、
９
脚
冒
冨
曽
冒
は
剛
語
文
法
に
於
て
、
言
の
自
国
及
び

普
昌
く
旨
は
日
本
式
機
械
的
手
段
を
探
川
し
て
、
遊
際
に
受
身
・
可
能
州
は
不
定
形
ヘ
ミ
羊
、
ミ
又
は
ミ
ギ
ミ
ヘ
琴
を
附
加
し

て
形
成
さ
れ
る
と
兄
倣
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
雑
色
納
遜
は
疑
も
無
く
、
受
身
・
可
能
机
形
成
は
Ｈ
本
諮
賦
文
法
へ
頗
る
多
く
の
出
雌
を
供
給
し
て
ゐ
る
と
去
ふ
事
に
就
て
語
っ
て

ゐ
る
。
提
案
さ
れ
る
共
形
成
手
段
の
多
様
性
は
、
共
等
は
凡
て
、
妓
も
多
分
、
形
態
的
に
は
根
源
的
で
な
く
、
典
故
に
推
測
的
で
あ
り
派

生
的
で
あ
る
と
兄
倣
す
充
・
分
な
択
搬
を
典
へ
る
の
で
あ
る
。
此
多
様
性
は
、
「
在
得
る
」
碗
自
身
も
弧
川
な
形
態
韮
礎
を
自
身
下
に
有
し

な
い
の
で
あ
っ
て
、
受
身
・
可
能
和
形
成
の
提
案
さ
れ
る
手
段
中
の
一
に
も
形
態
根
源
を
典
へ
る
事
が
出
来
な
い
と
云
ふ
事
を
表
し
て
ゐ

ｚ
》
０

日
本
語
動
利
現
在
蹄
形
態
論

q

Ｊ
ｉ
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ｌ
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４
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０
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叩
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二
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1

■

■

Ⅱ

Ⅱ

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

１

１

１

０

０

４

１

１

０

１

１

受

身

・

可

能

机

形

態

論

に

就

て

上

述

さ

れ

た

全

部

の

後

で

は

、

函

。

焦

日

煙

回

国

及

び

陣

。

一

目

そ

し

て

特

に

シ

ぃ

ｇ

濁

》

固

い

具

及

び

、

目

旨

。

ぐ

が
蚊
も
近
く
坑
理
に
至
っ
た
と
云
ふ
事
が
解
る
の
は
困
難
で
な
い
。
さ
う
で
な
い
も
の
、
塒
に
現
在
時
語
尾
‐
篭
、
不
定
形
語
尾
‐
い
及
び

古
風
反
復
接
足
跡
‐
ミ
‐
が
受
身
机
接
尾
僻
と
誤
認
さ
れ
る
と
云
ふ
事
に
、
そ
し
て
征
際
に
是
等
形
態
衝
が
受
身
祁
接
尾
僻
で
あ
る
形
態
質

と
共
に
合
一
さ
れ
る
と
云
ふ
事
に
存
す
る
「
在
得
る
」
説
の
全
擁
護
蒋
逹
に
共
通
な
誤
謬
を
打
拾
て
る
な
ら
ば
、
国
。
域
冒
画
巨
冒
及
び
北
〈
踏

襲
者
犀
。
二
目
の
誤
謬
は
、
受
身
祁
接
尾
僻
を
哩
接
に
現
在
時
口
語
形
へ
、
其
語
幹
へ
で
な
く
、
単
一
（
第
一
活
用
）
叉
は
派
生
（
礎
餘

活
川
）
活
川
に
依
っ
て
、
附
加
す
る
と
云
ふ
事
に
存
す
る
。

少
い
８
口
』
の
目
尉
．
。
く
及
び
国
閣
員
は
此
誤
謬
を
偽
さ
な
い
で
、
北
〈
接
尾
僻
を
現
在
時
、
語
形
語
幹
（
即
ち
、
第
一
活
川
動
詞
に
於
て
は

単
一
そ
し
て
北
〈
他
活
川
動
詞
に
於
て
は
派
生
の
）
へ
附
加
し
て
全
然
正
砕
艸
に
一
堂
身
机
を
形
成
す
る
。

子
逸
、

正
に
亦
、
富
昌
一
〕
の
曽
甘
は
文
語
文
法
に
於
て
ｎ
ｏ
日
昌
骨
は
、
語
文
法
に
於
て
正
樹
に
錐
一
活
川
動
詞
受
身
相
を
形
成
し
て
ゐ
る
ヵ

何
と
な
ら
ば
從
脇
接
尾
僻
（
単
一
接
尼
僻
‐
ミ
‐
、
複
合
‐
ミ
ミ
ー
及
び
‐
ミ
ミ
‐
、
が
二
重
接
尾
僻
で
な
い
）
を
彼
等
は
単
一
誘
牌
へ

文

第
十
節
閏
。
鴎
言
曽
目
．
胃
負
目
．
陦
言
旨
．
国
額
昌
及
び
切
目
目
。
ぐ
手
段
に
就
て
の
批
判
的
註
解
【
一
○
六
瓦
〕

一

第
十
一
節
其
文
語
文
法
に
採
用
さ
れ
た
。
冨
目
ご
閏
］
願
旨
手
段
に
就
て
の
批
判
的
註
解
【
一
○
六
’
七
頁
〕

1刃『

吟迄

研
究
雄
二
十
凹
枇

I

』

１
１
１
日
い
■
■
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
８
Ｂ
■
僻
１
，
－
１
八

一
四
六
（
二
八
六
四
）



が
是
は
彼
の
代
り
に
、
接
尾
僻
‐
鯛
、
‐
は
動
訓
偽
冒
、
得
る
、
‐
簿
‐
は
動
詞
（
ご
）
ざ
、
、
居
る
、
で
あ
る
と
兄
倣
す
團
胃
が
爲
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
同
一
脱
は
、
明
確
な
如
く
、
処
等
派
生
語
紳
接
尾
僻
が
既
名
勤
刺
と
の
単
一
同
音
に
基
い
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
受

身
・
可
能
机
「
在
得
る
」
説
を
彼
に
採
川
さ
れ
た
共
派
生
日
本
式
機
械
的
手
段
と
一
致
さ
せ
る
爲
に
の
み
爲
さ
れ
る
。
智
冒
の
意
見
に

よ
る
と
、
Ｓ
恥
ミ
は
語
根
へ
附
加
さ
れ
、
語
根
は
彼
に
あ
っ
て
は
恥
一
語
幹
で
あ
る
が
故
に
、
単
一

語
幹
と
凰
曽
量
川
に
或
形
式
附
脇
物
を
挿
入
し
な
い
な
ら
、
鋪
二
及
び
第
三
活
川
動
制
受
身
。
可
能
机
形
成
は
園
蔚
ミ
を
語
根

又
は
単
一
語
幹
へ
の
袖
疋
に
よ
っ
て
は
、
日
本
式
手
段
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
在
在
扣
形
を
汪
際
に
與
へ
な
い
。

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
一
四
七
（
二
八
六
五
）

附
加
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
層
胃
は
、
第
一
活
川
動
詞
受
身
和
形
成
に
理
論
的
説
明
を
與
へ
て
、
共
は
對
雁
接
尾
僻
を
彼
が
単

一
語
幹
と
解
す
る
語
根
へ
の
附
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
云
ふ
事
を
正
常
に
註
解
し
て
ゐ
る
。
・

其
に
對
し
て
、
語
幹
（
単
一
）
ヘ
ミ
ミ
ミ
ミ
及
び
ミ
ミ
ミ
を
附
加
し
て
節
二
及
び
節
三
活
用
動
詞
受
身
相
を
形
成
す
可
く

忠
告
し
て
、
９
画
冒
冒
骨
甘
は
此
形
態
鷺
合
成
物
に
先
行
す
る
派
生
語
幹
‐
ミ
‐
及
び
‐
簿
‐
の
接
足
跡
、
受
身
州
へ
何
等
の
開

己

ウ

係
を
も
有
し
な
い
、
を
園
ミ
ミ
（
〈
‐
ミ
ミ
十
ｓ
と
合
一
す
る
誤
謬
を
完
成
し
て
ゐ
る
。
併
し
、
如
何
に
９
脚
目
胃
骨
甘
が
允
等
接
足
跡

を
脱
た
か
は
、
第
二
及
び
第
三
活
川
に
對
し
て
彼
に
提
案
さ
れ
た
手
段
の
何
等
説
明
も
な
い
故
に
我
盈
に
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ

る
0

第
十
二
節
国
騨
冨
の
説
明
と
其
誤
謬
【
一
○
七
頁
】

q

４
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
１
Ｊ
１
ｌ
ｌ
１
用

F



－

試
卦
這
誤

篝
1
1十
三
堂

1亘
貿

(11黄
1<ｲ〈
）

崇
窒
′
軍
く
廷
寓
雇
α
〃
"‘
黙
る
2｡"'‘
'〃
el割
弐
三
溝
弾
営
口
羅
蟄
迩
′
重
苦
筈
謹
算
這
伴
謎
且
』
ｲ畏
廷
<α
睦
+7.a'"〃
嵩
お

く
Z｡"'‘
＋
γ
"‘
'〃
負
心
唾
心
長
押
α
”
α
'診
''‘
嵐
も
Z｡'""""'‘

や
｣得
へ
QAr､。
畏
娯
禁
""嵩
も
"""Q灌
專
〆
堂
署

1
瀧
禽
埜
薫
当
量
且
α
6
‐
創
る
”
"
'
‐
や
』
得
蝿
。
鴬
々
農
"
"
"
"
"
君
爵

1
淀
雲
<'包
鞘
室
三
J笥
心
幻
や
蝿
侭
心

廷
′
鴬
灯
堂
還
弾
蟄
α
6"""〃
割
る
”
'"α
γ
α
'鰺
'･'‘
且
謂
堂
』
侭
鼻
誤
鶚
α
〃
”
"'‘
嵩
も
鵠
”
"‘
”
"〃
報
筵
IQQF｣穐
蝿
。
替
琴
仁
且

廷
一
"-′
三
Q琴
仁
且
埜
一
‘
γ
-●
迩
對
＝
饗
皇
。
言
軽
且
′
Balet鵯
睡
‐
j琴
や
岬
奪
且
′
鴬
〈
鮴
通
言
寓
庭
(
z
'
)
"
'
'
黄
も

●

〃
'‘
且
志
埜
心
饗
SAj=111'ロ

ー
)Y′
斜
〈
券
網
羅
望
〆
逗
署

1
羅
禽
〈
割
司
．
､岬
填
迄
Q綿
撰
Qド
』
掲
蝿
。
窺
窒
g

這
′
箒
靴
農
晨
0P尽
蝿
塗
且
′
農
響
望
一
”
-黙
る
-"-運
′
運
窟
禁
謹
冨
AJ窒
景
や
岬
綜
且
邦
○
V慰
數
・
信
翌
晨
e舅
〈
々
Q禁
裳

震
萱
刊
畏
淨
ャ
蝿
嶌
矧
権
書
箪
哩
壷
饗
Q
や
穐
蝿
。

"
+
l

'l堀
刺
〈
画
胤
甜
填
旦
穐
IJ蝋
舶
U昇
型
Cha,mberlain叶

謹
e離
瓢
′
刺
〈
特
甑
侭
絢
雛
雛
毎
編
罫

【
1○
旱
一
＜
嵐
】

竝倖蝿矧

河且や農

皿綜偉１Ｊ

》》》》

吋勢口捉 岬甥屋壜制

ャ乍の〉 「い

》華一一

一》 ｅ

ぐ

》》鍛錬

吟》響抄
の

瞳ノ、且が

Ｐ雁い ま葭寓”

Ｕ一三や 園娯瑳・〃

［垂画一”

誉降譜十

藍箇 奏罷試震

程置川

盾裟鵠型

．鮴〃‐

奇鑿Ⅱ終

懲〃壗

噌廷〃畑

熱鼬逗肇

制瀧鼬署

龍特瀧程

ロ淵ざ信

畏ｇｏ。

匡騨岬鎌

簿や闇

■
’

一
一

-
--

公



す
る
と
云
ふ
第
二
の
誤
謬
的
断
言
を
作
ふ
の
で
あ
る
。

不
定
形
か
ら
受
身
。
可
能
相
形
成
の
此
手
段
の
本
髄
は
、
一
目
瞭
然
に
異
る
著
者
逹
に
提
案
さ
れ
た
此
祁
形
成
手
段
の
次
の
比

較
表
が
明
示
す
る
。

国
。
節
目
胃
口
式
手
段
（
国
○
節
局
自
画
》
愛
形
国
Ｃ
感
冒
四
口
目
式
手
段
（
肝
８
口
．
不
定
形
よ
り
の
形
成
手
段
合
冨
Ｈ
号
輿
冒
口
》

園
Ｈ
○
三
口
）
国
国
呉
》
酔
冒
同
ロ
○
割
）
ご
く
①
旨
厨
〉
の
ロ
亀
乱
巳

麓
瀞
養
十
ｓ
・
ミ
篭
〉
為
浄
昌
驚
、
‐
ざ
湾
詳
十
亀
融
葛
阜
〉
急
騨
ミ
喝
噴
恩
慧
十
ミ
鳥
篭
ｖ
磯
洋
十
ａ
、
、
蔑

む

倉
曹
ミ
＋
ミ
ｎ
ご
《
〉
晨
常
首
》
．
ｓ
農
§
ｓ
、
＋
ミ
ミ
ミ
〉
員
蔚
首
、
、
ミ
費
巨
雷
十
ミ
ミ
藍
〉
亀
鳶
十
》
、
十
ミ
ミ
ミ

・
ミ
ミ
ニ
＋
ｓ
‘
、
慧
〉
§
等
ミ
島
言
ミ
ミ
＋
Ｓ
ｍ
ミ
〉
・
風
、
ミ
ｓ
・
篭
。
§
＋
ミ
ｓ
・
篭
〉
・
恩
十
、
＋
員
ヌ
ミ
篭

、
§
・
惹
十
Ｓ
、
亀
慧
〉
ご
§
●
ミ
ｓ
、
蓑
ご
尋
、
＋
ミ
ｓ
・
惹
〉
営
、
ミ
・
ミ
ぎ
、
鼠
十
ミ
ミ
萱
〉
菖
畳
十
、
＋
員
『
、
農
．

詰
り
、
不
定
形
か
ら
の
交
身
。
可
能
机
形
成
擁
謹
薪
迷
は
、
勝
８
コ
》
固
い
鼻
及
び
聾
目
，
冒
つ
ぐ
よ
り
も
複
雑
な
手
段
を
提
案

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
何
故
よ
り
複
雑
な
此
手
段
を
墨
守
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
何
故
ミ
翁
ミ
（
ハ
ミ
羊
偽
ミ
）
又
は
ミ
ミ
臭
〈
亀
恩
十
ミ
ミ
）

を
不
定
形
へ
附
加
し
て
受
身
。
可
能
机
を
形
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
錐
は
此
概
鮎
の
擁
識
者
達
は
少
し
も
瀞
明
し
て
ゐ
な
い
。

ｎ
本
語
で
は
或
動
詞
を
不
定
形
の
他
の
も
の
へ
の
附
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
（
例
へ
ぱ
、
曹
載
‐
や
ミ
（
登
）
、
鴬
、
ミ
、
葛
罎
侭
翁
…
、

Ｇ

菅
電
‐
、
鐙
急
ぐ
）
蓑
等
）
複
合
動
詞
の
熱
と
し
て
受
身
動
訓
が
嶮
討
さ
れ
る
富
。
ｇ
息
目
槻
鮎
）
事
に
よ
っ
て
此
見
解
が
説
明

さ
れ
る
と
云
ふ
の
は
在
り
得
る
。

節
一
析
川
動
訓
不
定
形
ヘ
ミ
蝿
ミ
（
ミ
ミ
』
《
）
を
附
加
し
て
、
彼
等
は
孵
別
剛
難
に
辿
遇
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
何
と
な
ら
ば

Ⅱ
本
祇
動
祠
塊
北
吟
形
態
論
一
四
九
（
二
八
六
七
）

｜
』
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，

’
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
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脳
．

篭
ざ
恩
十
園
、
ミ
〉
ミ
ミ
侭
偽
ミ
の
様
な
複
合
第
一
部
末
尾
は
吾
弛
緩
の
場
合
は
頗
る
稀
で
あ
る
と
云
ふ
事
怖
を
記
さ
な
い
課
に
は
行
か
な

が
若
し
、
９
割
冒
一
〕
匝
曽
旨
（
口
諦
文
法
に
於
て
）
及
び
共
踏
製
者
逹
が
断
言
す
る
様
に
、
受
身
・
可
能
相
が
涯
際
不

定
形
か
ら
形
成
さ
れ
る
な
ら
、
島
鳴
曽
（
ミ
ミ
蕊
等
）
に
於
け
る
語
頭
母
普
遡
遇
に
際
し
て
不
定
形
末
尾
慨
昔
弛

緩
は
何
故
弟
一
活
川
動
詞
に
於
て
の
み
生
じ
て
全
礎
餘
析
川
動
詞
に
生
ぜ
す
何
故
其
他
祈
川
動
詞
に

於
て
末
尾
雑
喬
弛
綏
の
代
り
に
快
一
音
的
、
が
生
ず
る
か
と
云
ふ
問
題
が
生
ず
る
。
何
故
丁
度
反
對

が
起
ら
ぬ
か
、
即
ち
、
何
故
快
青
、
は
第
一
活
用
に
於
け
る
緑
昔
合
流
に
際
し
て
生
ぜ
す
、
不
定
形
母
香
弛
綏
は
弟
二
、

い
け
れ
ど
も
、
日
本
詔
で
は
二
世
》

一
音
脆
川
が
起
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

日
本
詔
で
は
二
は
青

丈
礫
研
究
姉
二
十
四
鮴
一
五
○
（
二
八
六
八
）

古
代
に
於
け
る
様
に
現
代
Ⅱ
木
語
に
於
て
も
複
合
母
音
に
於
け
る
母
一
昔
合
流
に
際
し
て
は
、
例
へ
ぱ
、
盲
電
‐
園
（
ご
篭
．
ご
ミ
ミ

‐
員
Ｑ
）
忌
ゞ
ご
愚
‐
園
§
盲
Ｑ
）
蔑
等
の
母
音
中
の
一
の
如
何
な
る
弛
綏
も
起
ら
な
い
の
が
並
も
雌
燕
で
あ
る
と
云
ふ
、
そ
し
て
例
へ
ぱ
、

兎
に
角
、
不
定
形
末
尾
母
背
は
、
受
身
・
可
能
相
が
在
際
に
島
偽
ミ
（
ミ
ミ
電
へ
等
）
を
非
受
身
動
詞
不
定
形

へ
の
附
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
も
、
ミ
偽
ミ
（
ミ
ミ
ベ
ー
等
）
に
於
け
る
語
頭
母
芳
と
の
合
流
に
際
し
て
は
脆
落
す
る

か
も
知
れ
な
い
と
云
ふ
事
は
理
論
的
に
認
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
十
四
節
ｇ
廻
白
冨
轄
冨
旨
手
段
の
矛
盾
そ
し
て
其
等
が
解
決
さ
れ
る
次
第
□
○
九
頁
】

合
流
に
際
し
て
は
、
複
合
節
二
部
語
頭
母
音
脱
川
と
同
様
、
複
合
語
鋪
一
部
末
尾
社

q
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一

鏥
三
及
び
弟
山
漸
川
に
於
け
る
母
音
合
流
に
際
し
て
起
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
。

叉
は
、
若
し
凡
て
是
等
問
題
を
具
総
的
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
何
故
、
例
へ
ば
、
節
一
活
川
動
刺
ミ
ミ
ミ
の
不
定
形
、
背
員
ミ
・
プ
ラ

ス
（
き
き
《
は
ミ
ヘ
ミ
員
ミ
ミ
を
與
へ
る
か
そ
し
て
何
故
第
三
活
用
動
詞
ミ
ミ
ミ
の
不
定
形
と
同
じ
ミ
員
ミ
。
フ
ラ
ス
ロ
ミ
ミ
は
、
受
身

・
可
能
相
派
生
の
、
冒
日
胃
旨
甘
説
が
辻
を
断
言
す
る
如
く
、
ミ
ミ
ミ
蘭
ミ
ミ
を
肌
〈
へ
る
か
、
そ
し
て
何
故
反
對
現
象
が
起
ら
な
い
の

Ｑ

で
あ
る
か
。
若
し
、
徹
際
に
、
低
音
合
流
同
一
現
象
が
起
る
な
ら
、
何
故
或
場
合
に
は
（
銘
一
活
川
動
詞
に
於
て

は
）
緋
晋
弛
綏
が
起
る
が
、
他
の
場
合
に
は
（
節
二
、
第
二
一
及
び
第
川
湘
川
動
詞
に
於
て
は
）
快
一
音
的
、
が
形
成
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
。

一
父
身
・
可
能
祁
が
從
脇
接
足
跡
‐
ミ
‐
》
・
‐
ミ
ミ
‐
》
‐
ミ
ミ
ー
の
不
定
形
へ
で
な
く
、
単
一
（
第
一
祇
川
動
詞
に

於
て
は
）
叉
は
共
爲
に
如
何
な
る
母
音
合
流
も
決
し
て
起
ら
な
い
常
に
閉
で
あ
る
派
生
語
幹
《
（
第
二
、
第
三
及
び

第
川
訴
川
動
詞
に
於
て
は
）
へ
の
附
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
云
命
坐
珈
川
に
よ
っ
て
、
日
本
音
睦
學
が
川
起
等
問
題
凡
て
に
解
答
を

與
へ
、
從
っ
て
是
等
矛
盾
を
凡
て
解
決
す
る
郡
は
州
来
ま
い
。

上
説
の
此
相
形
態
論
は
、
第
一
派
川
で
採
ら
れ
た
動
詞
ミ
ミ
ミ
の
受
身
・
可
能
相
は
何
故
ミ
ミ
員
ミ
ミ
（
現
在
時

文
語
不
定
形
）
、
ミ
ミ
急
ミ
恥
ミ
（
現
在
時
、
語
形
）
等
と
な
る
か
そ
し
て
鋪
三
祈
川
で
採
ら
れ
た
同
じ
動
詞
ミ
ミ
ミ
は
ミ
属
ミ
』
ミ
ミ
（
現

在
時
文
詔
が
定
形
）
、
§
§
霜
ミ
ミ
恥
ミ
（
現
在
時
、
語
形
）
等
と
な
る
か
そ
し
て
何
故
反
對
に
は
な
ら
ぬ
か
と
云
ふ
減
足
の
行
く
説
明
を
充

●

分
肌
〈
へ
る
。
蕊
一
の
場
合
に
於
て
は
一
堂
身
・
可
能
和
は
単
一
語
幹
ミ
ミ
雨
‐
へ
の
從
脇
形
態
厩
の
附
加
に
よ
っ
て
、
箪
一
の
場
合

に
は
Ｍ
平
一
へ
で
な
く
、
同
じ
単
一
語
紳
ミ
倉
ミ
＋
古
風
反
復
接
尾
僻
‐
、
‐
か
ら
成
立
す
る
派
生
語
幹
ミ
ミ
ミ
『
●
・
へ
の
附

円
本
諦
動
詞
現
在
時
形
態
論
一
五
一
（
二
八
六
九
）

I
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1

＝

受
身
。
可
能
祁
灘
亦
形
を
彼
等
は
、
第
二
、
節
三
及
び
鉱
山
祈
川
動
詞
に
於
て
は
不
定
形
か
ら
少
し
も
庭
別
さ
れ
な
い
所
謂

否
定
語
幹
へ
‐
ミ
鴬
》
‐
、
ミ
ミ
ミ
、
‐
、
，
ミ
偽
．
‐
、
、
儲
§
を
袖
疋
し
て
、
日
本
式
機
械
的
手
段
に
よ
っ
て
發
兇
す
る
が
故
に
、
そ
し
て
処
等

‐
、
ミ
ミ
、
‐
、
ミ
ミ
室
》
‐
、
Ｑ
ミ
、
‐
ミ
》
・
興
曽
に
於
て
は
動
詞
「
在
る
」
及
び
「
得
る
」
形
の
複
合
と
し
て
、
彼
等
に
稔
討
さ
れ
る
形
態

贋
介
成
物
‐
ミ
薫
》
‐
ミ
ミ
篭
．
‐
ｓ
蝿
》
‐
ミ
侭
ミ
と
の
比
較
に
際
し
て
剛
沌
等
‐
、
ミ
農
〕
‐
ミ
ミ
ミ
．
‐
、
ミ
偽
）
‐
、
ｓ
慰
ミ
に
於
て
は

受
身
・
可
能
祁
接
尼
餅
と
誤
訓
沁
も
さ
れ
、
北
〈
等
手
段
に
よ
る
一
堂
身
・
可
能
机
形
の
得
取
に
對
し
て
は
共
に
充

分
で
な
い
過
剰
子
幸
剛
、
が
生
す
る
が
故
に
、
彼
等
は
共
を
快
一
音
的
と
岨
一
言
も
す
る
の
で
あ
る
。

是
は
不
定
形
か
ら
の
一
堂
身
・
可
能
机
形
成
の
擁
謹
者
逹
が
、
第
二
、
第
三
及
び
鋪
四
活
川
動
詞
派
生
語
幹
接
尾

僻
へ
從
脇
す
る
そ
し
て
側
木
式
機
械
的
手
段
に
よ
っ
て
牡
〈
形
成
に
際
す
る
剛
沁
等
訴
川
動
詞
一
父
身
・
可
能
相
接
尾
僻
と
北
川
通
誤

認
さ
れ
る
形
態
礎
合
成
物
‐
ミ
ミ
、
‐
、
ミ
ミ
篭
ゞ
‐
、
ミ
偽
》
‐
》
・
ミ
偽
蒼
の
語
頭
に
存
す
る
壬
韮
Ｈ
を
快
一
音
的
、
と
誤
認

し
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
。
快
需
的
、
の
此
説
は
凡
て
全
然
走
等
機
械
的
袖
足
‐
、
園
ミ
》
‐
》
・
ミ
ミ
震
》
‐
、
Ｓ
●
偽
》
，
》
・
ミ
偽
ミ
こ’

よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
の
で
虎
る
。

加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

１
１
１
１
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｈ
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第
十
五
節
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塑
言
冨
尾
冨
届
手
段
誤
謬
本
質
と
快
言
的
》
・
説
起
源
【
二
○
瓦
】

ｒ
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Ｊ
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理
諭
的
に
受
身
。
可
能
和
が
全
活
川
動
訓
不
定
形
へ
自
偽
ミ
の
附
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
見
倣
す
９
昌
騨
胃
が
此
子
苦

言
蕊
礎
、
へ
典
へ
て
ゐ
る
説
明
も
、
殆
ど
同
じ
註
解
を
招
い
て
ゐ
る
。
彼
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
第
二
活
用
動
詞
（
９
脚
冒
胃
烏
旨
の
第

二
及
び
節
三
活
用
に
對
唯
す
る
）
に
於
て
は
此
苦
難
便
、
は
或
は
不
定
形
と
此
活
川
動
詞
現
在
時
口
語
形
に
於
て
存
す
る
末

尾
、
へ
の
模
倣
に
於
け
る
ミ
恥
ミ
と
の
川
へ
挿
入
さ
れ
る
か
、
叉
は
§
嚥
菖
に
於
て
存
す
る
二
、
の
影
響
下
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。

｜
若
し
も
「
模
倣
に
於
け
る
」
な
る
表
現
を
「
様
式
に
よ
っ
て
」
と
し
て
解
樺
す
る
な
ら
ば
、
是
は
彼
が
此
一
昔
詮
質
、
を
、
上
に
於
て

制
定
さ
れ
た
様
に
、
。
昌
日
胃
曽
目
に
よ
る
第
二
及
び
第
三
満
用
動
詞
派
生
語
幹
接
尾
僻
へ
從
蹄
す
る
、
と
解
す
る
用
意
が
あ
っ
た
と

云
ふ
事
を
表
す
る
の
で
あ
ら
う
。
彼
が
共
等
を
同
一
と
見
倣
す
傾
向
が
あ
っ
た
限
り
、
彼
は
雀
だ
眞
理
に
近
い
の
で
あ
る
。

此
、
‐
は
引
力
に
よ
っ
て
生
す
る
と
・
云
ふ
推
測
と
そ
は
、
共
中
で
此
快
一
音
読
が
鉗
雑
す
る
一
音
醗
非
机
似
性
へ
至
ら
し

め
る
の
で
あ
る
が
、
共
故
に
其
に
開
す
る
上
述
全
部
は
徹
然
後
者
槻
鮎
へ
も
應
川
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
凡
て
の
後
で
は
、
冒
肖
‐
ｇ
ご
⑦
９
．
段
口
吻
○
日
、
層
長
。
）
国
ａ
目
の
の
ぐ
及
び
他
の
上
名
神
者
達
が
墨
守
す
る
受
身
・
可
能
机
形
成
Ｈ
本

ｎ
本
稲
動
詞
現
在
塒
形
態
論
一
五
三
（
二
八
七
こ

第
十
六
節
冒
巨
国
昌
手
段
に
就
て
の
批
判
的
註
解
【
二
○
’
一
頁
】

第
十
七
節
日
本
式
機
械
的
手
段
の
誤
謬
【
一
二
頁
】

■
」

’
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文
羅
研
究
雄
二
十
川
艸
一
五
四
（
二
八
七
二
）

式
機
械
的
手
段
の
誤
謬
も
亦
何
に
存
す
る
か
は
、
明
白
で
あ
る
。

日
本
文
法
に
よ
っ
て
此
相
接
尾
僻
と
誤
認
さ
れ
節
一
活
川
動
詞
語
粋
の
所
訓
否
定
語
幹
へ
柿
延
さ
れ
る
形
態

質
合
成
物
‐
ミ
』
‐
、
ミ
震
、
‐
愚
》
‐
鷺
ミ
に
於
て
は
、
蔓
身
。
可
能
祁
接
尾
僻
‐
Ｓ
‐
に
脇
す
る
母
音
音
驍
質
愚
が

足
り
な
い
の
で
あ
っ
て
、
現
在
時
及
び
不
定
形
語
尾
で
あ
る
過
剰
形
態
便
‐
篭
及
び
‐
偽
が
存
す
る

の
で
あ
る
。

亦
同
じ
相
の
接
尾
僻
と
談
認
も
さ
れ
、
節
二
、
節
三
及
び
第
四
折
用
動
詞
の
所
識
否
定
語
幹
（
所
與
の
場
合
に
於
て

は
不
定
形
と
同
一
な
る
）
へ
附
加
さ
れ
る
形
態
鷺
合
成
物
‐
ミ
ミ
、
‐
、
負
ミ
ミ
ゞ
‐
、
ｓ
鶴
・
‐
、
Ｓ
・
頃
ゞ
に
於
て
は
、
派

生
語
幹
接
尾
僻
、
第
二
活
朋
動
刺
に
於
て
は
‐
恥
、
‐
、
銘
三
活
川
動
詞
に
於
て
は
‐
時
‐
、
第
四
活
川
動
詞
に
於
て
は
‐
馬
‐
、

に
脇
す
る
是
等
形
態
頃
合
成
物
語
頭
に
於
て
来
る
過
剰
子
音
、
が
存
す
る
が
、
現
在
時
及
び
不
定
形
語
雄
で

あ
る
同
じ
過
剰
形
態
質
‐
篭
及
び
‐
恥
も
亦
存
す
る
。

か
く
て
、
或
場
合
に
は
受
身
。
可
能
州
接
尾
僻
‐
ミ
ー
か
ら
共
母
音
員
が
除
か
れ
て
動
詞
語
幹
へ
附
加
さ
れ
、
他
の
場
合
に

は
動
訓
派
生
語
幹
か
ら
其
末
尾
子
音
、
が
除
か
れ
、
祁
接
尾
僻
へ
附
加
さ
れ
る
。
｜
そ
し
て
、
此
外
に
、
雨
方
の
場
合
に
於
て
机
の

軍
一
及
び
複
合
接
尾
僻
へ
、
派
生
語
幹
に
鮒
し
て
切
断
さ
れ
た
る
叉
は
盟
富
に
さ
れ
た
る
姿
に
於
て
、
現
在
時
叉
は
不
定

形
の
語
尾
が
附
加
さ
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
雨
方
の
場
合
に
於
て
、
日
本
字
付
の
音
節
的
塒
徴
の
爲
に
全
然
不
可
避
的
な
形
式
附
脇
物
の
技
工
的
過
度
分
解
が
派
生

す
る
。
辻
に
、
元
来
、
受
身
・
可
能
州
形
成
の
日
本
式
機
械
的
手
段
及
び
共
を
採
川
す
る
凡
て
の
誤
謬
が
師
し
も
す
る
の
で
あ
る
。

‐
，
－
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
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ｌ
Ｉ
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Ｉ
６
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■
Ｉ
Ｆ
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Ｉ
ｌ
Ｄ
ｒ
ｌ
Ｉ
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１
１
１
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ひ
侭
‐
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今
我
だ
が
凡
て
上
名
薪
斬
逹
が
動
詞
「
在
る
」
Ｑ
ミ
及
び
「
得
る
」
§
震
ゞ
恥
ミ
の
合
一
手
段
へ
共
に
曲
っ
て
、
彼
等
の
意
見
に
よ
れ

ば
、
ミ
ミ
ミ
、
Ｓ
●
嶢
ミ
等
が
形
成
さ
れ
る
、
を
如
何
に
脱
て
ゐ
る
か
を
認
知
す
る
に
興
味
を
持
つ
な
ら
ば
、
・
此
虎
に
於
て
も
一
般
辿
川
見
解

は
無
い
の
で
あ
る
と
云
鼻
事
が
解
る
。
膀
冒
目
ゞ
、
冨
冒
ウ
の
曽
冒
、
弓
の
冒
園
』
９
昌
騨
具
及
び
、
冨
辱
旨
は
Ｑ
ミ
ミ
》
Ｑ
、
、
ミ
は
動
詞
「
在
る
」

の
不
定
形
へ
の
附
加
に
依
っ
て
、
即
ち
ハ
ミ
、
＋
ミ
葦
》
ｓ
寧
十
蝿
ミ
か
ら
、
形
成
さ
れ
る
と
兄
倣
す
の
で
あ
る
。
冨
煙
。
‐
Ｃ
Ｏ
ぐ
の
ｇ
》

国
巳
ｇ
及
び
団
。
乱
冒
の
の
壽
、
は
、
ミ
偽
ミ
は
亀
菖
と
・
ミ
の
合
一
か
ら
、
即
ち
〈
負
ミ
＋
蝿
ミ
か
ら
形
成
さ
れ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。
留
巨
叩
Ｏ
Ｂ

は
、
ハ
ｓ
ギ
ミ
ヘ
ヘ
か
ら
と
同
様
、
〈
倉
§
＋
ミ
ミ
か
ら
の
形
成
を
も
認
容
し
て
ゐ
る
。
只
国
勢
鼻
の
み
が
Ｓ
偽
ゞ
を
ハ
ミ
＋
偽
蒼
か
ら
蹄

緒
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
見
解
雑
色
は
、
ミ
ミ
篭
ゞ
ミ
・
ミ
は
動
荊
「
在
る
」
及
び
「
得
る
」
か
ら
と
‐
推
測
さ
れ
た
形
成
が
確
固
た
る
形
態
松
脈
を
右
せ
ざ
る

事
、
そ
し
て
、
元
來
、
既
名
著
者
達
は
、
ミ
ミ
震
〕
ミ
、
ミ
は
、
他
で
も
な
い
、
此
様
に
し
て
形
成
さ
れ
と
断
言
す
る
時
に
は
、
〃
占
術
に
從

事
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
證
す
る
。

果
し
て
園
ミ
ミ
ゞ
ａ
侭
ミ
が
、
動
荊
「
在
る
」
及
び
「
得
る
」
か
ら
形
成
さ
れ
た
複
合
動
詞
を
表
示
す
る
な
ら
ば
、
形
態

観
鮎
か
ら
は
ハ
倉
昌
＋
ミ
ミ
》
輿
蒼
十
億
ミ
か
ら
の
共
等
形
成
の
可
能
性
は
、
た
と
へ
複
合
動
詞
に
於
て
銘
一
部
は
常
に
不
定
形
で
典
へ
ら
れ

Ⅲ
本
諦
動
詞
現
在
岬
形
態
術
一
五
五
（
二
八
七
一
三

Ｌ

第
十
八
節
其
に
依
っ
て
恰
も
ミ
ミ
ミ
が
形
成
さ
れ
る
動
詞
「
在
る
」
員
ミ
及
び
「
得
る
」
ミ
ミ
の
合

一
手
段
の
難
色
己
二
’
二
頁
】
↑

Ｊ
ｑ
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１
１

ｌ

Ｉ

見
解
の
同
じ
雑
色
は
受
身
。
可
能
相
の
可
能
機
能
の
説
明
に
於
て
も
顯
さ
れ
る
。

国
。
繍
昌
騨
目
は
、
此
相
の
可
能
機
能
は
共
受
身
機
能
か
ら
出
て
來
る
と
兇
倣
し
て
ゐ
る
（
上
記
六
四
頁
参
照
）
。
其
槻

鮎
を
、
「
受
身
・
可
能
相
は
常
に
受
身
可
能
性
を
表
現
す
る
」
（
私
案
間
陥
、
ｚ
・
冨
・
）
と
考
へ
て
ゐ
る
国
騨
員
が
墨
守
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ｇ
凹
言
一
〕
の
居
旨
は
文
語
文
法
に
於
て
、
可
能
機
能
は
、
共
に
依
っ
て
受
身
相
が
形
成
さ
れ
る
能
動
動
詞
「
得
る
」
ミ
ミ

文
解
研
究
雄
二
十
川
桝
一
五
六
（
二
八
七
四
）

た
か
ら
と
は
云
へ
除
外
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
此
形
態
槻
鮎
か
ら
は
亀
ミ
ミ
》
ミ
、
ミ
が
ハ
ミ
．
羊
ミ
ミ
』
§
、
羊
偽
ミ
か
ら
な
る
形
成
は

既
に
も
つ
と
蓋
然
的
な
の
で
あ
る
。
同
じ
槻
鮎
か
ら
、
ミ
●
、
ミ
は
ハ
ミ
＋
偽
ミ
か
ら
と
蹄
結
す
る
国
勢
鼻
の
派
生
も
亦
、
複
合
動

詞
類
似
型
が
日
本
語
に
は
存
し
な
い
故
に
、
無
根
蝶
な
の
で
あ
る
。

結
局
、
負
ミ
ミ
及
び
ａ
雨
ミ
な
る
派
生
の
此
雑
色
は
凡
て
、
上
名
著
者
逹
は
共
等
を
、
狂
際
に
は
形
態
合
成
物
で
あ
る

の
に
、
複
合
動
詞
と
認
め
る
事
に
よ
っ
て
特
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
共
爲
に
共
等
を
形
態
的
に
複
合
動
詞

と
し
て
創
始
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
驚
く
可
き
で
な
い
。

に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
と
云
ふ
意
見
を
保
っ
て
ゐ
る
。

犀
。
零
口
は
受
身
紺
形
成
に
關
與
す
る
動
詞
、
ミ
はは

第
十
九
節
受
身
。
可
能
相
の
可
能
機
能
起
源
の
様
々
の
説
明
【
二
二
’
三
瓦
】

卜
ｈ
ｌ
吟
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
０
ｆ
冊
ｌ
ｌ
Ｉ

、
彼
の
意
兄
に
よ
れ
ば
、
「
得
る
」
な
る
意
義
の
外
に
、
「
能
ふ
」
な
る
意
義
を
も

１
１
－
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Ｉ
Ｂ
ｒ
ｌ
Ｂ
■
■
■
Ｂ
い
■
■
■
■
■
■
，
卜
－
ｌ
ｂ
‐
‐
，
‐
’
Ｄ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ユ
己
一
ｒ
０
０
１
ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｌ
。
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
０
０
，
昨
Ｉ
ｉ
ｒ
ｌ
、



有
す
る
と
云
ふ
事
に
よ
っ
て
可
能
機
能
を
説
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
可
能
機
能
を
碗
ミ
ー
「
能
と
か
ら
師
結
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
共
際
、
偽
ミ
の
意
義
の
思
索
は
、
結
局
、
受
身
。
可
能
動
詞
は
所
與
文
に
於
て
如
何
な
る
機
能
で
用
い
ら
れ
た
か
と
云
ふ

問
題
を
解
決
す
る
事
が
川
來
な
い
と
恰
も
感
ず
る
か
の
様
に
、
彼
は
受
身
及
び
可
能
機
能
は
文
脈
に
よ
っ
て
腿
舞
認
知
さ
れ
る
と

云
ふ
雀
だ
孵
徴
的
漁
告
を
與
へ
て
ゐ
る
（
上
記
九
七
頁
参
照
）
。
此
諜
告
は
、
礎
は
受
身
と
同
じ
く
、
可
能
機
能
も
受
身
・
可
能
机
に
於

け
る
動
詞
と
文
の
共
他
部
分
と
の
間
で
制
定
さ
れ
た
文
法
連
結
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、

か
く
て
、
国
。
魚
冒
鯉
ヨ
ロ
に
提
案
さ
れ
た
受
身
動
詞
「
在
得
る
」
説
と
同
じ
く
、
「
能
ふ
」
な
る
意
義
に
於
け
る
侭
§
か
ら
可
能
機
能
を
肺

結
す
る
丁
度
国
○
一
自
説
を
も
無
に
す
る
の
で
あ
る
。

Ｑ
〕
騨
冒
胃
旨
甘
は
口
語
文
法
に
於
て
、
可
能
機
能
を
「
能
ふ
」
な
る
意
義
に
於
け
る
、
鷺
か
ら
蹄
結
す
る
犀
９
自
概
軸
に

傾
い
て
ゐ
る
が
、
全
然
無
根
擁
に
是
を
支
那
の
影
禅
と
祀
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
曾
ョ
の
。
ョ
と
９
日
煙
具
は
、
可
能
機
能
を
ミ
ミ
ー

Ｉ
「
能
ふ
」
か
ら
肺
紬
し
て
ゐ
る
故
、
全
然
胃
９
§
槻
黙
を
墨
守
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
際
留
ｐ
ｍ
。
日
は
、
陣
。
言
目
に
類
似
し
て
、
文

脈
の
助
力
を
求
め
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
何
と
な
ら
ば
彼
に
於
て
は
受
身
・
可
能
動
詞
は
或
文
脈
で
は
可
能
意
義
を
有

す
る
か
ら
で
あ
る
。

画
。
普
昌
ご
旨
教
授
は
、
可
能
機
能
は
受
身
機
能
に
よ
っ
て
刺
迭
さ
れ
る
の
で
な
く
、
却
て
受
身
機
能
が

可
能
か
ら
出
て
來
ろ
の
だ
と
老
へ
て
ゐ
ら
れ
る
。
可
能
機
能
な
る
も
の
は
、
「
得
る
、
椛
利
を
有
す
、
能
ふ
」
な
る
意
義

を
有
す
る
動
刺
ミ
ミ
が
机
形
成
に
開
與
す
る
事
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
。
．
成
程
、
回
。
曾
昌
ご
旨
教
授
は
、
可
能
機
能
に
於

て
採
ら
れ
た
動
詞
術
成
は
受
身
機
能
で
採
ら
れ
た
動
詞
櫛
成
と
は
異
る
と
記
し
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
”
生
愉
に

Ⅱ
本
諦
動
河
現
在
昨
形
態
論
一
五
七
（
二
八
七
五
）

Ｊ
Ｌ

１
画
。
■
‘
・
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■
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Ｊ
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I,

処
等
砿
反
對
的
見
解
は
、
私
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
国
。
ｇ
己
四
目
目
受
身
州
「
在
柵
る
」
諭
非
成
立
性
の
輝
か
し
い
岡
解
な
の
で
あ
る
。
彼

等
に
於
て
は
共
高
尚
な
る
「
祈
學
的
」
超
脱
が
極
め
て
瓢
杵
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
生
愉
に
も
、
此
説
は
現
在
殆
ど
祁
學
的
特
徴
あ
る
獅

断
に
鍵
つ
た
が
故
に
、
幟
文
法
は
、
言
諦
事
変
を
容
槻
的
に
探
究
す
る
代
り
に
、
典
疑
惑
を
少
し
も
菱
ら
ず
に
、
其
註
解
と
解
繩
と
に

屡
糞
從
事
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
或
群
者
達
に
あ
っ
て
は
受
身
・
可
能
机
の
可
能
機
能
は
共
受
身
機
能
の
展
開
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
他
の
著

者
達
に
あ
っ
て
は
「
得
る
」
の
意
義
に
於
け
る
動
詞
恥
ミ
も
て
、
蕊
三
に
あ
っ
て
は
「
能
ふ
」
の
意
義
に
於
け
る
動

詞
翁
ミ
も
て
、
第
四
に
あ
っ
て
は
「
得
ろ
」
及
び
「
能
・
ふ
」
の
意
表
に
於
け
る
同
じ
暁
ミ
も
て
創
造
さ
れ
、
其
際
受
身
機

能
は
可
能
の
か
ら
肺
結
さ
れ
る
。

加
之
興
味
あ
る
の
は
、
話
が
受
身
机
可
能
機
能
起
源
説
明
に
な
る
や
否
や
、
恰
も
動
詞
ミ
薫
》
偽
ミ
と
共
に
此
和
形
成
に
關
與

す
る
様
な
動
詞
Ｑ
ミ
「
在
る
‐
｜
は
何
庭
か
へ
紛
失
し
て
、
凡
て
の
思
索
的
蓮
川
の
中
心
に
は
共
糞
の
意
義
で
採
ら
れ
た
一
動
詞
罠
ミ
》
蝿
ミ

の
み
が
見
え
る
事
で
あ
る
。

上
に
剛
近
に
制
定
さ
れ
た
受
身
。
可
能
机
形
態
の
偏
柧
出
来
る
標
識
が
我
盈
の
自
由
に
な
ら
な
い
な
ら
、
是
は
凡
て
調
在
が
全
く
脚
難

文
學
研
究
鮠
二
十
四
帆
一
五
八
三
八
七
六
）

も
、
眼
目
は
動
詞
ミ
ミ
「
得
る
、
川
来
る
」
に
あ
る
と
碓
慌
さ
れ
て
ゐ
て
、
俄
然
の
注
迩
を
此
那
怖
へ
は
分
與
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

第
二
十
節
可
能
機
能
の
批
判
的
註
解
と
蓋
然
的
形
成
【
二
三
’
八
頁
】

，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ト
ー
１
１
鯵
Ｉ
１
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐



な
の
で
あ
ら
う
。
此
相
形
成
に
於
て
は
、
北
〈
可
能
機
能
起
源
説
明
に
際
し
て
蓮
川
さ
れ
る
動
詞
「
得
る
」
も
、
動
詞
「
能
ふ
」
も

關
與
し
な
い
事
を
我
変
は
知
る
故
に
、
可
能
機
能
は
、
動
詞
「
得
る
」
（
ミ
愚
》
、
ミ
）
か
ら
も
動
詞
「
能
ふ
」
（
ミ
ミ
ゞ
、
ミ
）
か
ら
も

直
接
に
、
一
堂
身
機
能
を
通
じ
て
動
詞
「
得
る
」
（
ミ
檀
》
、
ミ
）
か
ら
間
接
に
蹄
結
し
て
は
な
ら
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
。

か
く
て
、
全
問
題
は
、
一
父
身
相
接
尾
僻
‐
ミ
ー
（
又
は
辻
〈
複
合
接
尾
僻
‐
ミ
ミ
‐
．
‐
ミ
ミ
‐
）
が
、
独
〈
語
牌
一
父
身

機
能
を
除
い
て
、
可
能
機
能
を
遂
行
す
る
の
は
如
何
に
し
て
起
る
か
と
云
ふ
事
に
蹄
す
る
の
で
あ
っ
て
、
叉
は
塾
一
両
す
れ
ば
、

如
何
な
る
條
件
に
際
し
て
共
は
可
能
意
義
を
布
す
る
の
で
あ
る
か
。

以
上
に
於
て
我
盈
は
、
或
勤
詞
は
共
等
が
與
へ
ら
れ
た
文
法
連
結
に
依
從
し
て
、
他
動
及
び
自
動
意
義
を

有
す
る
と
云
ふ
事
、
二
重
意
義
を
布
す
る
に
迩
術
な
動
詞
は
直
接
補
語
現
存
に
際
し
て
は
他
動
で
あ
り
、
補
語
縦
乏
叉
は
Ⅲ
接
補

語
現
存
に
際
し
て
は
自
動
で
あ
る
事
を
碓
倫
す
る
可
能
性
を
有
し
た
。

同
上
現
象
は
所
與
の
場
合
に
も
起
る
と
云
ふ
事
、
特
に
受
身
叉
は
受
身
。
可
能
動
詞
は
文
法
連
結
の
限
定
類
型
に
際
し
て

は
一
堂
身
意
義
を
そ
し
て
文
法
迩
緒
の
北
〈
糞
の
類
型
に
際
し
て
は
可
能
意
義
を
有
す
る
と
云
ふ
事
は
、
考
へ
得

ら
れ
る
。
「
文
脈
に
於
け
る
何
か
が
、
是
等
》
、
義
中
の
如
何
な
る
も
の
が
（
即
ち
、
受
身
又
は
可
能
の
、
ｚ
・
旨
・
）
此
形

に
於
け
る
動
詞
を
典
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
‐
か
を
腿
糞
明
示
す
る
」
と
陣
○
君
己
が
言
ふ
の
は
課
が
あ
る
の
で
あ
る
（
私
案
間
隔
、
ｚ
・
国
・
）
。

此
故
に
、
如
何
に
し
て
一
堂
身
祁
接
尾
僻
‐
ミ
‐
．
‐
ミ
ミ
‐
』
‐
ミ
、
、
‐
‐
は
可
能
機
能
を
遂
行
す
る
か
と
云
ふ
問
題
に
回
答
を

與
へ
る
が
偽
に
は
、
文
法
辿
結
の
如
何
な
る
類
型
が
此
〈
糞
の
場
合
に
存
す
る
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
愉
に
も
、
類

似
の
場
合
に
於
て
必
要
で
あ
る
完
全
さ
を
以
て
は
、
是
群
馬
す
に
は
場
所
が
許
さ
な
い
の
で
、
細
目
に
沙
ら
ず
に
、
叩
平
に
最
も
一
般
的
境

Ⅱ
本
諾
動
制
現
在
畔
形
態
論
一
五
九
（
二
八
七
七
）
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I

うこ
息
、
篭
ミ
、
小
児
、
は
共
談
、
雷
（
饗
）
、
の
上
で
派
生
さ
れ
、
受
身
机
接
足
僻
‐
ミ
ー
を
共
へ
袖
足
し
て
指
示
さ
れ
も

く
す
る
此
語
幹
ら
畠
‐
で
標
記
さ
れ
る
行
鯛
完
成
の
受
仙
客
慨
で
あ
る
。

文
理
研
究
節
二
十
凹
桝
重
く
○
（
二
八
七
八
）

界
に
於
て
問
題
を
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
本
文
法
に
從
へ
ぱ
、
受
身
動
詞
に
よ
っ
て
標
記
さ
れ
る
行
婚
容
柵
は
、
右
怖
狂
柵
と
そ
し
て
特
に
關
係
あ
る
人
凌
、
又
は
よ
り
腫
迩

に
は
、
此
行
爲
光
成
を
共
等
の
上
で
受
け
る
薪
、
又
は
縦
人
化
に
迩
糊
な
對
象
の
み
が
あ
り
得
る
。
行
爲
客
慨
が
非
怖
對
象
で
あ
る
場
合

に
こ
そ
、
受
身
榊
成
は
既
に
欧
維
巴
風
な
の
で
あ
る
。
叩

文
蒲
に
於
て
は
一
父
身
行
爲
の
客
船
は
、
後
世
側
峡
乏
に
よ
っ
て
標
記
さ
れ
る
主
語
形
式
を
採
川
す
る
が
、
行
爲
籏
行
者
は
、
例
へ
ぱ
、

こ
、
§
Ｈ
国
風
息
曹
（
蕊
）
、
Ｑ
、
自
自
ミ
「
小
児
峰
に
顔
を
盤
さ
る
」
の
如
く
、
後
世
詞
息
）
ご
鼠
》
富
》
・
負
に
よ
っ
て
標
記
さ
れ
る
直
接
杣

語
形
式
を
探
川
す
る
。

一
見
前
掲
例
溢
で
は
受
身
行
爲
の
二
群
慨
、
息
、
恥
鼠
、
小
兇
、
及
び
曹
（
篭
）
、
、
甑
、
一
は
主
語
形
式
、
亀
、
恥
ミ
で
表
現
さ
れ
、
他
は
直

接
補
語
形
式
、
雪
（
湾
）
。
で
表
記
さ
れ
る
、
が
存
す
る
様
に
忠
は
れ
る
。
併
し
、
分
解
す
る
と
、
次
の
様
に
な
る
の
で
あ
る
。

Ｊ一
雷
（
豊
）
、
、
顔
、
は
受
身
州
自
身
の
で
な
く
、
共
が
形
成
さ
れ
る
能
動
語
幹
の
、
即
ち

強
ａ
ｎ
弓
：
。
浄
巨
（
Ｒ
）
。
ご
○
』
ロ
匂
。
：
農
Ⅲ
Ⅱ

還
負
、
、
琴
員
（
急
）
。
Ｑ
○
句
目
目
蓋

目
。
ご
客
髄
な
の
で
あ
る
。

な
る
能
動
柵
成
と
同
一
關
係
に
よ
り
表
現
さ
れ
も
す
る
匂
昌
‐
の
直
接
〔
国
の
勺
・
伽
吋
の
Ｑ
ぃ
倖
ぐ
の
口
ご
］
〕
、
旨
固
ご
脚
‐

■

ｑ
０
用
ｄ
■
Ｉ
Ⅱ

■
‐
・
■
Ｂ
Ｕ
ｂ
■
■
庁
■
■
■
■
■
■
ｒ
Ｂ
■
Ⅱ
区

1



’

、

三

共

か

ら

屯

、

』

ミ

、

小

兒

、

が

受

け

る

行

爲

吟

§

‐

の

原

因

、

叉

は

派

生

者

は

蕊

薗

、

蜂

、

で

あ

る

と

云

ふ

事

は

、

豊

園

息

く
な
る
語
の
後
で
附
随
男
・
貝
昌
詐
騨
固
く
目
］
ご
後
旺
詞
ミ
「
に
」
〔
ｍ
〕
に
よ
っ
て
標
記
さ
れ
る
。

か
く
て
・
里
。
』
ミ
が
行
爲
派
生
者
溌
員
凰
か
ら
の
‐
ミ
ー
の
受
領
客
僻
で
あ
る
事
は

■
■

吟
、
。
咄
、
種
・
・
・
・
こ
い
。
。
。
。
。
。
。
・
・
・
・
・
１
国
￥
Ｕ

な
る
關
係
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

附
随
後
世
詞
鼠
「
に
」
の
川
具
回
国
の
骨
獄
画
冒
の
冒
砕
脾
］
】
国
融
〕
い
〕
機
能
（
英
語
乱
昏
、
獅
語
目
守
、
佛
語

か
の
、
）
は
受
身
行
筋
客
総
と
此
行
爲
派
生
者
と
の
間
の
關
係
に
就
て
の
正
確
な
表
示
を
得
る
を
許
容
し
な
い
。
か
く
て
、

我
共
に
採
ら
れ
た
例
證
は
逐
語
的
に
は
「
小
兒
は
蜂
を
以
て
顔
を
塗
さ
れ
た
」
と
翻
諜
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
解
樺
に
於
て
は
、
例
へ

ぱ
房
署
煙
”
雪
。
雲
昌
巴
昌
書
鱒
冒
馬
。
Ｉ
彼
は
小
刀
で
傷
け
ら
れ
た
、
な
る
英
語
何
よ
り
不
可
解
で
な
い
の
で
あ
る
。

同
じ
例
證
を
幾
分
愛
へ
た
慨
裁
、
ミ
ミ
：
ミ
ミ
§
Ｑ
ミ
ー
小
兒
蜂
に
盤
さ
る
、
に
於
て
、
即
ち
、
典
が
何
虚
へ
盤
さ
れ

る
か
の
指
示
無
し
に
取
ら
う
。
動
荊
語
粋
匂
昌
‐
に
よ
っ
て
標
記
さ
れ
る
行
嬬
の
哩
接
客
船
、
智
（
豊
）
、
が
峡
乏
す
る
が
故
に
、
能
動
柵
成

と
同
一
な
る
次
の
關
係

●

樫
ａ
ｎ
職
。
。
。
．
。
。
匂
圓
匂
。
。
。
芸
Ⅱ
川

笥
邑
、
、
匂
巨
匂
ミ

ー
「
蜂
盤
す
」

が
我
糞
に
残
る
の
で
あ
っ
て
、
節
一
例
誰
に
於
け
る
と
同
じ
關
係
ご
・
恥
亀
：
・
・
§
…
．
．
‐
ミ
‐
：
・
な
の
で
あ
る
。

日
本
語
動
詞
魂
在
時
形
態
誌
一
六
一
（
二
八
七
九
）

I

I

．

１
１

４
■
「
ｌ
ｊ
１
ｊ
－
■
『
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
Ｉ

’



’

文
梁
研
究
雄
二
十
四
牌
こ
く
二
（
一
尺
八
○
）

、
悲
し
き
嶮
鼠
、
小
兇
、
が
語
幹
旨
』
‐
の
世
接
客
慨
で
あ
っ
て
、
此
行
爲
陶
層
‐
か
ら
の
‐
ミ
‐
受
価
蒜
で
な
い
と
す
る

と
、
我
舞
は

ミ
、
北
ミ
急
烏
噴
爵
曽
旨
ミ
な
る
榊
成
の
代
り
に

●
■
●
●

ｑＲ
§
鴎
ミ
ミ
。
《
ミ
ミ
旨
旨
曽
な
る
榊
成

■
Ｕ
Ｑ
ａ

を
有
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
此
後
者
構
成
は
、
受
身
で
な
く
、
可
能
意
義
を
有
し
て
ゐ
て
、
「
蜂
は
小
兒
を
錐
し
得

る
」
を
標
記
す
る
の
で
あ
る
。

我
盈
が
共
を
分
解
し
よ
う
と
試
る
な
ら
ば
、
次
の
様
な
も
の
を
發
見
し
よ
う
。

ｊ一
能
動
樅
成
と
同
一
關
係

く

■
Ｂ

蔑
邑
、
唾
。
。
・
・
い
『
○
苓
慰
己
。
匂
負
吻
・
：
・
蓑
Ⅱ
Ⅲ

■■

●
■

箇
画
、
画
吟
、
○
叱
苫
い
ご
○
吟
Ｑ
匂
莨

‐
ｌ
「
峰
小
兒
を
盤
す
」
、

７一
一
。
。
・
・
篭
軍
。
。
ｂ
・
・
。
。
・
・
・
・
・
・
０
国
司
．
‐
・
・
・
、

く
即
ち
用
具
機
能
に
於
け
る
附
随
後
澄
詞
息
と
受
身
接
尼
緋
‐
ミ
ー
で
あ
る
が
、
語
幹
冒
陶
‐
で
表
現
さ
れ

た
行
爲
完
成
か
ら
の
受
領
客
艘
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

若
し
今

我
だ
が

ｉ
匂
『
。
亀
愚
蕊
園
向
い
賢
い
吻
国
匂
園
、
、
篭
、
と

、

甸

申

’
１
，
‐
－
』
ｒ
■
■
■
■
１
，
ト
ー
１
１
』
一
戸
Ｉ
ｉ
Ｌ
Ｐ
‘
肌
，
巳
■

Ｉ
０
１
■
ｑ
‘
ｄ



で
、
即
ち
、
受
身
椛
成●

。
■
合

乞
、
○
矩
墓
聴
鍵
ご
伺
い
、
愚
匂
昌
匂
負
、
篭

か
ら
、
匂
胃
ミ
、
即
ち
、
受
身
構
成
に
際
す
る
受
身
行
爲
客
総
の
後
の
後
世
訶
昌
の
現
存
の
み
に
よ
っ
て
随
別
さ
れ
る
構
成
で
表
現
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

後
世
刺
§
は
、
文
の
孤
立
部
を
標
記
す
る
主
題
又
は
狐
立
助
杣
で
あ
る
が
故
に
、
共
倣
存
の
鰯
に
鍵
へ
ら
れ

た
受
身
榊
成
が
如
何
に
し
て
可
能
意
義
を
雄
る
か
と
云
ふ
事
は
明
瞭
な
の
で
あ
る
。
息
、
恥
ミ
の
後
の
§
は
文
の
全
鎧
除
部

か
ら
ご
・
鼠
を
孤
立
さ
強
て
ゐ
て
、
此
爲
に
共
等
は
形
式
的
に
は
息
、
恥
ミ
と
は
辿
結
し
て
ゐ
な
い
ｏ

Ｊ

Ｊ

か
‐
、
て
、
堕
す
ミ
。
負
豊
§
雷
ミ
旨
旨
ミ
な
る
文
は
、
一
息
。
鼠
：
、
二
撹
ミ
ミ
旨
ミ
ミ
な
る
二
獅
立
部
に
分
裂
す
る
。

、
■

く

く

今
弟
二
棡
立
部

■
■

曽
巳
、
や
、
篭
匂
自
白
Ｑ
『
篭

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
三
舎
一
（
二
八
八
二

識
§
唾
ミ
ミ
。
葛
壗
ミ
ミ
曽
蒼
を
比
較
す
る
と
、

行
鰯
語
聯
自
営
‐
か
ら
の
‐
ミ
‐
受
仙
客
慨
、
即
ち
、
§
恥
患
、
小
児
、
は
可
能
榊
成
に
際
し
て
は
語
聯
鼠
堕
‐
の

世
接
〔
口
の
勺
・
碗
Ｈ
ｏ
Ｑ
ｍ
蒔
く
①
ロ
ロ
．
］
〕
（
己
昌
粗
目
・
〕
）
〕
行
爲
客
僻
で
あ
り
、
共
は
後
世
詞
ミ
と
共
に

直
接
柿
語
形
式
を
探
川
す
る
事
に
よ
つ
Ｔ
表
現
さ
れ
も
す
る
此
行
爲
か
ら
の
受
領
君
で
な
い
と
云
ふ
率
が
解
る
。

「
蜂
は
小
兒
を
塾
し
得
る
」
と
同
じ
思
想
は
、
次
の
姿
、

１
１
・
４
１
０
ｌ
Ｂ
ｈ
６
Ｐ
ｌ

匂
豊
○
竜
琶
Ｇ
Ｑ
凝
国
、
い
患
い
匂
Ｑ
匂
負
、
、
慧

叩
？
ｈ
Ⅱ
。
Ⅱ

I



I

，
．
と
一
一
“
“
。
。
、
愚
。
。
・
・
１
国
、
Ⅱ
。
。
。

く
即
ち
、
附
随
後
世
測
患
及
び
受
身
接
尾
僻
‐
ミ
ー
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
行
爲
完
成
旨
匂
‐
か
ら
の
受
仙
客
慨

は
我
糞
は
解
ら
な
い
の
で
あ
る
。

動
詞
謡
幹
に
於
け
る
既
名
行
爲
完
成
か
ら
の
受
領
客
鵬
の
此
峡
乏
に
受
身

と
可
能
構
成
の
基
本
硬
別
が
存
し
も
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
、
共
に
よ
っ
て
可
能
椛
成
が
受
身
か
ら
厩
別
さ
れ
る
或
他
境
界
も
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ぱ
可
能
柵

成
に
際
し
て
派
生
行
鰯
を
標
記
す
る
語
は
、
例
へ
ぱ
、
画
ミ
耐
ミ
、
ぎ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
息
§
ざ
ミ
（
愚
）
ミ
ミ
篭
ｌ
我
も
此
問
題
に
は

答
へ
ら
る
、
の
様
に
、
自
身
の
後
に
、
後
世
詞
鼠
と
竝
ん
で
、
後
世
詞
輪
愚
・
蔦
、
等
を
も
称
し
得
る
。

此
外
に
例
へ
ぱ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
繭
ミ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
ー
水
淺
け
れ
ば
、
容
易
に
渡
ら
る
、
の
様
に
可
能
構
成
に
際
し
て

客
総
の
み
な
ら
歩
、
受
身
機
能
に
際
し
て
主
総
が
受
け
る
行
爲
派
生
物
も
縦
乏
す
る
場
合
が
あ
る
。
菖
烏
篭
昌
Ｑ
雷
、
恩
亀

は
附
暁
文
な
る
が
故
に
、
吟
味
の
餘
地
は
主
要
文
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
亀
ミ
の
み
に
存
す
る
。
共
に
は
、
我
之
が
解
る
様
に
、
行
爲
ご
ミ
ミ
‐

丈
壊
研
究
雄
二
十
四
戦

を
検
討
す
る
と
、
共
中
に
我
友
は

Ｊ一
能
動
榊
成
と
同
一
關
係

く

豊
負
、
亀
。
．
。
白
白
匂
。
。
。
農
Ⅱ
Ⅲ

１
１

蕊
目
、
い
い
負
閏
篭

Ｉ
「
蜂
整
す
」

！
ｉ
Ｉ

Ｉ
ｉ

一
六
四
（
二
八
八
二
）



』

■

■

Ⅱ

日

か
ら
の
‐
ミ
‐
受
仙
客
船
も
、
行
婚
ミ
ミ
ミ
‘
の
派
生
者
自
身
も
無
い
の
で
あ
る
。

元
来
、
受
身
構
成
か
ら
可
能
榊
成
が
睡
別
さ
れ
る
凡
て
は
、
動
別
語
幹
に
於
け
る
既
名
行
鯛
か
ら
の
受
恢
客
船
の
献

乏
事
竃
自
身
に
よ
っ
て
生
れ
る
。

小
よ
り
も
先
づ
、
受
身
客
船
は
無
い
故
に
、
共
と
受
身
椛
成
に
際
し
て
典
が
受
け
る
打
嬬
自
身
と
の
間
に
は
、
受
身
接
尾
僻
‐
ミ
ー
に

』
よ
っ
て
州
係
が
表
現
さ
れ
る
様
な
特
殊
開
係
も
無
い
の
で
あ
る
。
此
故
に
、
此
關
係
を
叉
は
客
柵
の
受
身
を
表
現
す
る
の
に
役
立

つ
受
身
接
雌
僻
‐
ミ
ー
は
既
に
此
關
係
を
表
現
し
な
い
と
云
ふ
事
は
明
瞭
な
の
で
あ
る
。

更
に
、
受
身
客
綴
妖
乏
の
結
果
と
し
て
、
共
と
共
が
受
身
構
成
に
際
し
て
受
け
る
行
爲
派
生
者
と
の
間
に
は
川
具
機

能
を
途
打
す
る
後
世
制
ミ
』
雷
、
富
》
音
慰
に
よ
っ
て
關
係
が
標
記
さ
れ
る
様
な
、
特
殊
關
係
も
無
い
の
で
あ
る
。
此
故
に
行
鯛
派
生
者
は

受
伽
を
惹
起
す
る
川
具
で
な
い
と
云
ふ
事
狂
は
、
川
共
意
義
の
後
世
詞
を
此
意
義
を
布
し
な
い
後
世
詞
で
代
川
し
て
多
く
の
場
合
に
客
催

表
現
を
得
る
。

か
く
て
、
受
身
和
の
受
身
及
び
可
能
機
能
川
の
差
別
は
、
”
和
接
尼
僻
‐
３
‐
》
‐
ミ
ミ
‐
》
‐
弓
翻
‐
に
よ
っ
て
搬
眠
さ
れ
た
動
詞
が
與
へ

ら
れ
る
文
法
連
給
の
瀬
型
差
別
に
於
け
る
全
く
零
冊
表
現
を
見
出
す
と
云
ふ
班
が
我
糞
は
解
る
。

從
っ
て
、
受
身
机
接
尾
僻
可
能
機
能
説
明
に
對
し
て
は
、
日
本
語
欧
文
法
が
神
通
鰯
す
様
に
、
動
制
ミ
ミ
ゞ
、
ミ
在
惹
付
け

て
、
此
機
能
形
成
に
於
け
る
共
推
測
さ
れ
る
役
割
を
各
種
の
思
索
的
解
織
も
て
考
究
す
る
如
何
な
る
必
要
も
無
い
の
で
あ
る
。
鋤

就
中
、
妓
新
日
本
文
法
の
一
群
者
な
る
安
川
Ｑ
い
い
且
騨
〕
が
我
巽
と
丁
度
Ｍ
じ
肺
紬
へ
来
て
ゐ
る
の
を
記
さ
な
い
課
に
は
行
か
な
い
。

彼
は
受
身
及
び
可
能
機
能
間
の
差
別
は
、
雌
な
る
意
味
差
別
で
な
く
、
文
と
何
の
組
織
に
於
け
る
文
法
韮
別
に
存
す
る
と
断
言
し

川
本
諦
動
制
現
在
昨
形
態
論
一
六
五
宮
一
八
八
三
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Ｉ
ｄ
ｑ
Ｉ
１
‐

鱈
同
上
、
己
ら
鈎

伯
同
上
、
ロ
旨
房

加
○
℃
ｏ
罫
．
や
日
．

副
同
上
、
己
場
．
【
以
上
九
九
頁
】

準
○
や
９
厘
つ
軍
一
・

”
同
上
、
ロ
ム
員
．

鯉
○
や
。
旨
〕
直
試
Ｐ

お
同
上
、
喧
試
？
一
望
．
【
以
上
一
○
○
頁
】

妬
同
上
、
や
一
日
‐
一
周
．

”
同
上
、
ご
ぷ
い

犯
罰
伊
凹
己
髄
①
．
Ｆ
①
屋
号
匡
○
彦
旦
①
Ｈ
百
℃
図
昌
の
○
画
①
ロ
〔
弄
己
、
ｍ
ｐ
ｍ
い
め
ｐ
Ｈ
“
。
ｐ
の
》
画
雪
①
斧
①
ぐ
ゆ
吋
日
の
画
再
の
匡
口
二
ぐ
の
Ｈ
ロ
①
筋
の
Ｈ
ｇ
少
員
一
四
岨
①
、
可
。
Ｈ
日
①
巳
①
ロ
５
口
ロ
ロ

巳
の
３
８
局
、
蔚
口
詞
偶
の
冒
号
吋
砕
貝
農
》
ｂ
も
隠
由
田
圃
閏
旨
．
砧
目
【
英
課
本
己
．
蹟
？
『
．
此
遡
狗
語
原
本
と
前
後
す
る
。
従
”
参
照
】
。

”
毎
画
．
』
固
暗
？
暗
昌
【
英
課
本
勺
留
酋
。

如
餌
国
四
員
．
旨
己
自
冊
①
ｇ
づ
く
日
鯛
昌
目
‐
Ｑ
曽
曽
ご
貝
葛
冒
ロ
ロ
目
角
。
色
ｍ
Ｈ
３
冒
但
＄
叩
。
。
”
四
目
旨
］
・
唱
朋
（
三
の
庁
言
Ｑ
２
の
画
ｇ
‐
○
号
，
留
巨
臼
）

巳
，
侭
Ｐ
§
ｐ
ｇ
ｐ
１
国
の
昼
の
毎
国
的
．
＄
ｇ
【
獅
踊
原
本
℃
．
固
さ
佛
諦
版
己
・
隠
守
僻
課
本
己
・
蹟
甲
出
。

英
諦
版
の
み
が
露
語
版
よ
り
も
正
硴
に
国
国
蝕
呉
の
命
題
の
方
式
化
を
雛
課
し
て
ゐ
る
と
す
る
と
、
国
四
員
に
於
て
は
節
一
粒
宙
．
○
冨
日
‐

ず
臼
宮
口
に
よ
る
第
二
及
び
錐
一
二
ロ
諦
活
川
）
動
刑
は
、
現
在
時
諦
尼
‐
ミ
（
英
諦
版
上
記
七
頁
、
亦
一
一
頁
も
参
照
）
の
外
に
、
現
在
引
川

句
か
ら
僻
る
如
く
、
託
尼
‐
忌
を
も
右
す
る
郡
が
分
る
。
止
柑
に
も
、
狐
語
陳
本
峡
乏
の
鯛
、
此
事
怖
は
私
に
は
不
朋
で
あ
る
【
節
一
細
節
二

章
詫
沁
参
照
。
剛
係
必
要
簡
所
を
左
に
抄
川
す
る
。
獅
祇
原
木
は
髭
文
字
使
川
。

Ⅱ
本
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形
態
術
三
〈
七
（
二
八
八
五
）

■
■
■
ワ
ニ
■
Ｆ
可
Ｉ
１
１
９
４
β
、
Ｊ
■
１

1

ｂ
ｌ
ｐ
ｌ
惨
ｂ



制
野
崖
誤

農
1
1十
三
善

l
ｲ〈
員

(1
1ピ
貢
ｲ〈
）

D
a
s
P
a
s
s
i
v
u
m
w
i
r
d
g
e
b
i
l
d
e
t
d
l
u
-
c
h
A
n
f
i
i
g
u
n
g
d
e
r
E
n
d
u
n
g
a
r
e
r
u
b
e
i
d
e
n
V
a
a
-
b
e
n
d
a
a
･
K
l
a
s
s
e
l
.
a
n
d
i
e
u
m
d
e
n

A
u
s
l
a
u
t
u
v
e
r
k
i
j
r
z
t
e
P
r
i
i
s
e
n
s
f
o
r
m
)
b
e
i
d
e
n
V
e
r
b
e
n
d
e
r
K
l
a
s
s
e
I
I
.
a
n
d
e
n
e
i
n
f
a
c
h
e
n
S
t
a
m
m

(
K
o
n
s
o
n
a
n
t
s
t
a
m
m
)
.

T
h
e
P
a
s
s
i
v
e
V
o
i
c
e
i
s
f
o
r
m
e
d
b
y
a
d
d
i
n
g
t
h
e
t
e
r
m
m
a
t
i
o
n
"
,
C
γ
〃
t
o
t
h
e
P
I
e
s
e
n
t
t
e
n
s
e
o
f
t
h
e
v
e
r
b
s
O
f
C
l
a
s
s
I
a
f
t
e
l
-

e
l
i
m
i
n
a
t
i
n
g
t
h
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n
"
,
a
n
d
t
o
t
h
e
s
i
m
p
l
e
s
t
e
m
(
c
o
n
s
o
n
a
n
t
s
t
e
m
)
o
f
t
h
e
v
e
r
b
s
o
f
C
l
a
s
s
l
l
.

OnfOrmelaVoixpassiveenajoutantlatam血
aisonareruaupresentdesverbesde

laierc
classeapresenavoir

6
1
i
m
i
n
e
l
a
v
o
y
e
l
l
e
f
i
n
a
l
e
z
f
,
e
t
a
u
r
a
d
i
c
a
l
s
i
m
p
l
e
(
r
a
d
i
c
a
l
c
o
n
s
o
n
n
e
)
d
e
s
v
e
r
b
e
s
d
e
l
a
2
e
c
l
a
s
s
e
.

S
t
r
a
d
a
t
e
l
'
n
y
j
z
a
l
o
g
o
b
r
a
z
u
j
u
t
p
r
i
b
a
v
l
e
n
i
e
m
o
k
a
n
6
a
m
j
a
a
r
e
m
k
n
a
s
t
o
j
a
5
6
e
m
u
v
n
e
m
e
n
i
glagolomlklassa,

vypustiv

p
r
e
d
y
a
r
i
t
e
l
'
n
o
k
o
n
e
b
n
u
j
u
"
,
a
v
o
l
I
k
l
a
s
s
e
p
r
i
b
a
v
l
e
n
i
e
m
e
t
o
g
o
2
e
o
k
a
n
6
a
n
i
j
a
k
p
r
o
s
t
o
m
u
k
o
m
j
u
(t.
e・
k
k
o
r
n
j
u
n
a

sOglaSnuju).

惠
鎧
報
重
持
籠
軍
埋
鶏
蜜
蜂
。
］
【
雪
判
1○
l属
】

R
Ibid.

、
p.
221
【
富
p.
2
1
7
′
筆
p
.
2
2
7
′
篭
P
.
263】

g
lbid.,p.
2
2
3
[
g
p
･
2
1
9
′
＝
p
.
2
2
8
-
9
′
篭
p
.
265】

M
Ibid,p.
2
2
4
【
厚
p
｡
2
2
0
・
壹
p
.
2
2
9
.
&
p
.
2
6
6
】

g
O
p
.
cit.,p.

88.
4

IA
Op.
cit.,p.

150.
[
司
当
l
O
1
lla]

f
O
p
.
cit.)p.

152.

R
O
p
.
cit.?p.

152.

M
O
p
.
cit.,
str.
118-119.

』
．
‐
._一

▲
一
▲

ﾅ
ｰ

ｭ
－凸

Ⅱ
-

ﾛ
－
．
－
▲
二

.
二

』
エ

F
1
一



一
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Ⅱ
本
諦
動
詞
現
水
時
形
態
論

○
口
国
辱
降
鼠
己
や
ぢ
い

同
上
、
め
胃
．
一
日
一
ｓ
．
〔
以
上
一
○
三
頁
】

同
上
、
の
口
．
Ｓ
十
一
９
．

○
℃
鼻
・
》
の
宵
皀
沼
』
８
．
〔
以
上
一
○
四
頁
】

○
や
鼻
．
）
の
ロ
．
ご
劃
【
以
上
一
二
一
頁
】

一
二
矢
・
前
描
番
、
一
四
三
頁
【
描
訂
本
一
七
三
頁
】
。
ｌ
松
下
、
前
掲
響
、
三
五
三
’
三
五
四
頁
．
【
以
上
二
五
頁
】

受
身
及
び
可
能
和
は
全
然
差
別
關
係
を
表
現
す
る
故
に
、
「
受
身
・
可
能
机
」
な
る
術
諦
は
丈
法
鍵
格

で
あ
る
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
刑
法
は
、
共
々
の
相
が
同
一
接
足
跡
‐
ミ
ー
の
助
力
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
郡
に
よ
っ
て
の
み
稗
明

さ
れ
る
。

就
中
、
可
能
機
能
の
誕
肌
に
際
し
て
動
詞
ミ
募
亀
廷
を
の
み
思
索
す
る
「
在
柵
る
」
説
棚
鮎
か
ら
は
、
例
へ
ば
動
ご
ｓ
ざ
ミ
、
負
か

る
、
の
様
に
、
其
起
源
に
よ
れ
ば
受
身
接
足
跡
‐
負
下
の
助
力
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
古
瓜
受
身
動
詞
で
あ
る
第
一
活
川
の
或
動

河
の
可
能
機
能
は
全
然
不
可
解
な
の
で
あ
る
・

安
川
蒋
代
門
・
剛
語
法
概
説
・
束
京
發
行
所
中
興
館
・
昭
和
三
年
【
以
上
原
若
迩
、
以
下
蹄
文
字
鰯
普
及
蕗
課
省
略
、
同
年
初
版
、
頁
付
は
原

薪
に
無
い
が
、
二
三
五
頁
で
あ
る
】
。
【
以
上
一
一
八
頁
】
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